
◎

華
興
会
と
光
復
会
の
成
立
過
程

中

村

哲

夫

【
要
約
】
　
辛
亥
革
命
運
動
史
に
お
い
て
、
孫
文
・
興
中
会
派
と
共
に
、
華
興
会
派
と
光
復
会
派
の
革
命
家
達
の
果
し
た
役
割
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
本

稿
で
は
組
織
史
的
視
角
か
ら
両
会
派
の
成
立
過
程
を
統
一
的
に
分
析
し
、
両
会
派
の
組
織
体
質
の
相
違
の
解
明
を
試
み
る
。
一
九
〇
三
年
、
緊
迫
の
度
を

加
え
て
き
た
日
露
間
の
極
東
軍
事
情
勢
の
下
で
、
侵
略
の
国
・
ロ
シ
ア
と
い
か
に
対
決
す
る
の
か
と
の
危
機
感
か
ら
端
を
発
し
た
拒
俄
義
勇
隊
の
運
動
は
、

軍
国
民
教
育
会
へ
の
改
名
、
そ
の
組
織
改
革
・
秘
密
結
社
化
の
中
か
ら
、
　
「
洋
人
の
朝
廷
」
と
化
し
た
清
朝
の
打
倒
を
目
標
に
、
華
興
会
を
中
心
と
す
る

革
命
蜂
起
体
制
を
生
み
だ
す
。
そ
れ
は
、
日
露
戦
争
に
対
す
る
中
国
の
革
命
家
の
先
鋭
な
意
志
表
示
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
侵
略
の
国
・
ロ
シ
ア
と
対

決
す
る
一
方
、
革
命
の
闘
・
ロ
シ
ア
を
発
見
し
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
戦
術
思
想
の
受
容
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
軍
圏
民
教
育
会
の
暗
殺
団
で

あ
る
。
し
か
し
、
華
興
会
は
ナ
ロ
ド
ニ
キ
的
傾
向
を
排
す
る
。
遂
に
、
暗
殺
団
を
母
体
に
し
て
光
復
会
が
発
足
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
五
巻
二
号
　
一
九
七
二
年
蕊
月
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は
　
じ
　
め
　
に

　
華
興
会
と
光
復
会
は
、
孫
文
派
の
豊
中
会
と
共
に
清
末
の
革
命
運
動
を
構
成
す
る
三
大
潮
流
で
あ
る
。
一
九
〇
五
年
、
こ
の
三
会
派
が
連
合

し
て
中
国
同
盟
会
を
結
成
し
、
こ
こ
に
於
て
革
命
運
動
は
単
一
指
導
部
の
も
と
に
新
た
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
光
復

会
は
同
盟
会
結
成
後
も
存
続
し
、
激
し
い
分
派
闘
争
を
展
開
す
る
。
同
盟
会
は
統
一
組
織
と
し
て
の
最
低
限
の
機
能
す
ら
喪
失
す
る
に
至
る
。

か
く
ま
で
に
融
和
を
阻
み
、
相
互
不
信
を
生
ぜ
し
め
た
の
は
、
同
盟
会
結
成
以
前
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
会
派
が
か
な
り
異
な
っ
た
組
織
体
質

を
形
成
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
通
説
で
は
、
華
興
会
皿
湖
南
派
、
光
復
会
一
濁
江
派
、
興
中
会
一
広
東
派
と
い
う
図
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式
で
説
賜
さ
れ
て
き
た
。
郷
党
関
係
、
地
域
差
の
要
素
は
全
く
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
果
し
て
そ
れ
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
政
治
思
想
、
政
治
理
論
上
の
対
立
が
、
そ
こ
に
媒
介
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
か
る
疑
問
に
駆
ら
れ
て
、
孫
文
派
の
興
照
会
の
研
究

に
比
し
て
、
全
く
立
ち
後
れ
て
い
る
華
興
会
と
光
復
会
の
成
立
過
程
に
焦
点
を
あ
て
研
究
を
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
華
興
会
と
光
復
会
は
、

一
九
〇
三
年
四
月
に
結
成
さ
れ
た
拒
俄
義
勇
隊
か
ら
軍
国
民
教
育
会
へ
の
改
名
、
そ
の
組
織
改
革
・
秘
密
結
社
化
の
一
連
の
過
程
の
延
長
線
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
形
成
さ
れ
る
。
拒
俄
義
勇
隊
か
ら
軍
国
民
教
育
会
へ
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
は
、
一
応
の
結
論
を
得
て
「
拒
俄
義
勇
隊
・
軍
国
民
教
育
会
」

と
題
し
て
別
途
に
発
表
し
た
の
で
、
本
稿
と
併
読
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸
甚
で
あ
る
。
本
稿
は
組
織
史
の
事
実
関
係
に
限
定
し
て
言
え
ば
、

そ
の
続
編
と
し
て
軍
国
民
教
育
会
か
ら
華
興
会
と
光
復
会
の
成
立
過
程
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
研
究
状
況
に
眼
を
転
ず
る
と
、
華
興
会
に
関
し
て
は
纒
ま
っ
た
研
究
が
な
く
、
一
方
、
光
復
会
の
成
立
に
関
し
て
は
小
野
川
秀
美
氏

　
　
②

の
寒
樹
を
唯
一
と
す
る
。
氏
の
一
連
の
研
究
に
教
示
を
受
け
る
こ
と
多
大
で
あ
っ
た
が
、
光
復
会
の
成
立
に
関
し
て
は
、
遺
憾
な
が
ら
そ
の
結

論
に
同
意
で
き
な
い
。
史
実
考
証
の
論
文
で
あ
り
な
が
ら
、
関
連
史
料
を
羅
列
し
て
そ
の
最
大
公
約
数
を
導
く
方
法
で
は
、
そ
の
結
論
は
常
に

無
難
な
線
に
落
着
く
傾
向
を
避
け
難
い
。
特
に
秘
密
結
社
と
化
し
た
軍
国
民
教
育
会
の
活
動
を
復
元
す
る
に
は
、
極
め
て
多
く
の
困
難
を
と
も

な
う
。
地
下
活
動
の
担
当
部
署
別
に
断
片
的
な
記
憶
し
か
留
め
て
い
な
い
関
係
者
の
記
憶
を
、
唯
一
の
史
料
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、

回
智
者
自
身
の
位
置
を
測
定
し
て
、
記
憶
の
断
片
を
立
体
構
成
し
復
元
す
る
方
法
し
か
な
い
。
最
大
公
約
数
を
割
り
だ
す
鐸
術
的
史
料
操
作
よ

り
も
、
時
間
と
空
間
の
中
に
断
片
史
料
を
位
置
づ
け
る
幾
何
的
史
料
操
作
か
ら
出
発
し
な
い
限
り
、
地
下
に
潜
行
し
た
中
国
革
命
の
先
駆
者
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

ち
の
苦
闘
の
跡
を
再
現
で
き
な
い
。
氏
の
「
何
れ
に
し
て
も
、
襲
宝
錐
の
暗
殺
団
を
母
胎
に
し
て
、
察
元
培
を
会
長
に
推
し
、
光
復
会
が
成
立

し
た
こ
と
は
、
疑
の
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
」
と
の
最
大
公
約
数
的
論
断
は
、
結
果
に
お
い
て
漏
自
由
『
革
命
逸
史
』
の
断
片
記
事
を
無
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
肯
定
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
暗
殺
団
の
問
題
に
言
及
し
た
の
は
、
何
も
例
示
の
た
め
で
は
な
い
。
暗
殺
団
の
嵐
現
は
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
中
国
へ
の
最
初
の
紹
介

と
、
そ
の
戦
術
思
想
の
実
践
的
受
容
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
中
国
の
先
進
的
知
識
人
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
革
命
の
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国
・
ロ
シ
ア
の
発
見
、
そ
の
最
初
の
事
例
を
示
す
も
の
で
あ
る
．
一
方
、
義
和
団
以
来
、
中
国
人
民
に
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
像
は
、

侵
略
の
国
・
ロ
シ
ア
で
あ
る
。
し
か
も
、
本
稿
に
登
場
す
る
大
部
分
の
活
動
家
た
ち
は
、
侵
略
の
国
・
ロ
シ
ア
と
闘
う
た
め
拒
俄
義
勇
隊
を
組

織
し
て
、
そ
れ
を
軍
国
民
教
育
面
に
発
展
さ
せ
、
そ
の
活
動
の
中
か
ら
華
興
会
と
光
復
会
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。
迫
り
く
る
日
露
決
戦
必
至

の
情
勢
の
な
か
で
、
侵
略
の
国
・
ロ
シ
ア
と
闘
い
、
革
命
の
国
・
ロ
シ
ア
に
学
び
、
帝
国
主
義
列
強
の
共
同
管
理
下
に
あ
る
清
朝
打
倒
を
実
践

行
動
で
達
成
し
よ
う
と
し
た
。
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
の
革
命
運
動
の
経
験
を
手
引
書
に
し
て
、
革
命
の
仕
方
を
模
索
し
始
め
る
。
こ
こ
に
、
清
末

革
命
運
動
が
帯
び
た
新
し
い
様
相
が
あ
る
。
侵
略
の
国
・
ロ
シ
ア
と
革
命
の
国
・
ロ
シ
ア
、
そ
の
ロ
シ
ア
像
の
ネ
ガ
と
ポ
ジ
が
、
彼
等
の
行
動

に
投
影
さ
れ
て
く
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
の
行
動
の
軌
跡
の
復
元
に
あ
た
っ
て
、
二
重
の
ロ
シ
ア
像
と
の
関
係
に
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な

わ
ち
、
日
露
戦
争
に
対
す
る
彼
等
な
り
の
臨
戦
体
制
と
し
て
登
場
す
る
華
興
会
を
中
心
と
す
る
革
命
運
動
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
戦
術
思

想
の
中
国
へ
の
受
容
と
光
復
会
の
成
立
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
活
動
の
経
過
に
従
っ
て
、
後
期
軍
国
民
教
育
会
か
ら
華
興
会
、

光
復
会
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
復
元
し
つ
つ
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
小
野
川
疑
、
諜
彼
岸
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
諸
賢
の
研
究
成
果
を
参
照
し
、
ま
た
島
田
慶
次
氏
、
狭
問
直
樹

氏
に
は
有
益
な
御
指
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
各
氏
に
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
本
稿
は
、
京
大
・
人
文
研
・
辛
亥
革
命
班
で
行
っ

た
報
告
（
一
九
七
一
・
十
・
一
）
で
あ
る
。

①
拙
稿
「
拒
俄
義
勇
隊
・
軍
国
民
教
育
会
」
（
呪
東
洋
学
報
』
第
五
十
四
巻
一
号
）
。

②
小
野
川
秀
美
「
光
復
会
の
成
立
」
（
『
東
方
学
報
、
京
都
』
第
四
十
一
冊
）
。

③
鵡
宝
鐙
の
暗
殺
団
と
は
、
何
か
～
灘
宝
鐙
が
軍
国
民
教
育
会
会
員
で
あ
っ
た

　
こ
と
は
、
漏
自
由
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
角
革
命
逸
史
』
第
二
集
、
八
七
頁
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
小
野
川
氏
は
軍
国
斑
教
育
会
の
隠
裏
団
に
楊
競
麟
が
属
し
て
い
る
と

　
の
漏
自
由
の
指
摘
（
『
革
命
逸
史
』
第
二
集
、
一
二
六
頁
）
を
熟
知
の
筈
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
湖
南
出
身
の
楊
と
漸
江
出
身
の
襲
と
が
、
等
し
く
軍
国
民
教
育
会
に

　
属
し
な
が
ら
も
、
賭
殺
団
だ
け
は
別
個
に
創
っ
た
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
同
一

の
暗
殺
団
か
の
判
断
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
別
個
の
も
の
と
す
れ
ば
、
都

合
よ
く
華
興
会
罰
湖
南
派
、
光
復
会
匹
指
導
派
の
図
式
に
落
ち
着
く
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
後
世
に
史
料
整
理
に
あ
た
っ
て
郷
党
関
係
に
即
し
て
分
解
し
た
と
考

え
る
こ
と
も
出
来
る
。
も
し
、
湖
南
の
楊
…
と
漸
江
の
墨
田
が
単
一
の
暗
殺
団
を
組
織

し
、
そ
れ
が
光
復
会
の
母
胎
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
郷
党
関
係
で
規
定
す
る
観
点

は
、
論
理
的
に
破
綻
し
て
く
る
。
そ
こ
で
、
光
復
会
の
源
流
を
極
圏
民
教
育
会
以

外
に
求
め
る
「
史
料
」
を
、
史
料
批
判
抜
き
に
提
出
す
る
。
そ
れ
が
、
光
復
会

の
源
流
“
漸
学
会
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
襲
の
暗
殺
団
が
漸
学
会
系
か
も
知
れ
ぬ
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と
の
印
象
を
与
え
て
、
軍
国
民
教
育
会
と
の
結
び
つ
き
を
弱
め
、
遂
に
最
大
公
約

　
数
と
し
て
、
　
切
の
修
飾
語
を
取
り
去
っ
て
、
光
復
会
の
母
胎
”
襲
宝
鐙
の
隣
殺

　
団
な
る
無
難
な
線
に
落
着
か
せ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
、
光
復
会
の
源
流
醐
漸
学
会

　
説
な
る
異
説
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
第
一
節
で
、
楊
の
階
殺
鼠
と
襲
の
階
殺
団
は

　
単
一
の
軍
岡
民
教
育
会
暗
殺
団
で
あ
る
こ
と
を
第
三
節
で
論
証
す
る
。
こ
れ
は
、

　
考
証
の
た
め
の
考
証
で
は
な
く
、
郷
党
関
係
論
で
切
り
え
な
い
何
物
か
が
、
こ
の

　
時
代
の
革
命
家
た
ち
の
間
で
生
起
し
て
い
た
か
を
提
示
す
る
た
め
で
あ
る
。

④
小
野
川
秀
美
「
劉
師
培
と
無
政
論
主
義
」
（
『
東
方
学
報
、
京
都
』
第
三
十
穴

　
冊
）
、
課
彼
岸
「
俄
国
民
自
主
円
舞
同
盟
会
的
影
響
」
　
（
『
歴
史
研
究
』
　
九
五
九

　
年
毎
一
期
）
、
武
藤
明
子
「
陳
天
華
と
揚
鮪
麟
」
（
『
寧
六
二
苑
』
第
…
四
号
）
、
藤

　
田
敬
一
「
『
龍
華
会
章
程
』
解
説
」
（
島
田
震
次
、
小
野
信
爾
編
『
辛
亥
革
命
の
患

　
想
』
、
筑
摩
轡
房
）
、
永
非
算
巳
「
陳
天
華
の
生
涯
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
六
十
五
編

　
十
一
号
）
、
同
「
清
末
の
立
憲
改
輩
と
革
命
派
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
〇
二
号
〉
、

　
里
井
彦
七
郎
「
陳
天
華
の
政
治
思
胡
想
」
　
（
『
東
洋
　
史
研
究
』
第
十
七
巻
一
一
号
）
、
板

　
壌
望
「
排
満
思
想
の
意
味
－
楊
篤
生
（
銃
麟
）
の
場
合
」
（
『
一
橋
論
叢
』
第
五

十
四
巻
四
号
）
、
北
山
康
夫
「
武
昌
起
義
に
つ
い
て
」
　
（
『
大
阪
学
芸
下
学
紀
要
』

A
人
文
科
学
六
号
）
、
増
田
渉
「
窯
元
培
に
つ
い
て
」
（
同
『
中
国
文
学
史
研
究
』

所
収
、
岩
波
書
店
、
　
一
九
六
七
年
）
、
　
R
・
A
・
ス
カ
ラ
ピ
ー
ノ
、
　
G
・
T
・
ユ

ー
薯
、
丸
山
松
幸
訳
『
中
国
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
運
動
魅
　
（
紀
国
屋
書
店
、
一
九
七

〇
年
）
。
欧
文
で
は
、
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。

　
奪
暁
§
9
§
き
（
濤
遡
騰
）
㌦
奪
§
薦
騨
一
叢
（
黙
諾
）
§
費
》
馬
9
§
聴

寄
8
N
崎
ミ
§
層
ω
酔
書
h
g
仙
φ
昆
〈
㊦
話
騨
団
即
①
ω
ω
層
ω
仲
霞
囲
。
こ
」
8
ド

　
凋
0
9
苫
艶
o
D
。
2
切
言
。
…
．
．
津
9
民
㊦
8
蜜
p
誕
凶
ω
ヨ
”
月
『
。
0
7
ヨ
。
ω
①

ω
ε
O
⑦
暮
竃
。
ぐ
曾
δ
暮
ヨ
冒
℃
磐
．
H
8
？
ち
一
〇
、
”
や
抵
箋
O
鼠
G
雷
の
舅
O

さ
舅
≧
G
養
肉
的
肉
㌶
嵩
吋
O
需
《
（
巴
騨
。
畠
ξ
〉
■
団
窪
霞
芝
。
鼻
。
さ
図
．

霞
戸
μ
豊
潤
ざ
塞
ρ
毒
ユ
σ
q
7
梓
）
層
d
巳
く
。
愚
身
o
h
9
ま
。
門
三
ρ
響
。
。
。
ω
・
し
d
零
－

ぎ
同
。
ざ
お
①
メ

　
竃
8
冨
。
一
Ω
ρ
。
。
ω
8
コ
9
穏
嚇
塁
偽
隷
ミ
、
ミ
§
ぴ
§
恥
暮
馬
愈
8
N
ミ
凡
§
駄

N
ミ
ご
§
馬
寒
、
ミ
亀
ミ
。
§
§
9
帆
ミ
題
臓
ミ
詩
ミ
き
起
噛
q
泣
く
鶏
巴
梓
翼
。
剛

屯
器
｝
旨
薦
8
冨
勺
器
。
・
ω
℃
ω
o
馨
菖
ρ
お
①
ρ
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帰
郷
運
動
と
暗
殺
団

　
華
興
会
が
拒
俄
義
勇
隊
・
軍
国
民
教
育
会
の
活
動
の
中
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
議
論
す
る
ま
で
も
な
く
辛
亥
革
命
運

動
史
の
基
礎
事
実
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
　
｝
九
〇
三
年
四
月
二
十
九
臼
に
発
足
し
た
拒
俄
義
勇
隊
（
正
式
名
称
、
学
生

軍
）
が
、
五
月
十
一
臼
に
軍
国
民
教
育
会
と
改
称
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
義
勇
隊
と
通
称
さ
れ
る
前
期
軍
国
民
教
育
会
の
段
階
を
へ
て
、
七
月
五
日
、

秦
航
麟
ら
の
改
革
意
兇
書
提
出
を
機
に
革
命
実
行
機
関
・
秘
密
結
社
と
し
て
の
後
期
軍
国
民
教
育
会
へ
と
改
組
さ
れ
、
そ
の
活
動
が
華
興
会
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
発
展
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

光
復
会
に
つ
い
て
は
、
華
興
会
と
同
じ
く
軍
国
民
教
育
会
に
そ
の
源
流
を
認
め
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
後
期
軍
国
民
教
育
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②

会
の
活
動
か
ら
光
復
会
が
成
立
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
小
野
川
秀
美
氏
は
「
漸
学
会
に
重
き
を
お
く
主
張
も
あ
る
こ
と
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

今
は
記
す
に
止
め
る
。
」
と
、
沈
腿
民
の
「
記
光
復
会
工
一
二
事
」
を
引
い
て
光
復
会
の
源
流
－
漸
学
会
説
な
る
異
説
を
紹
介
さ
れ
た
。
し
か
し
、

沈
氏
の
面
訴
録
に
若
干
の
史
料
批
判
を
加
え
た
な
ら
ば
一
光
復
会
の
源
流
臓
漸
学
会
説
な
る
異
説
は
全
く
成
立
し
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
光

復
会
は
私
の
言
う
後
期
軍
国
民
教
育
会
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
を
、
か
え
っ
て
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ

こ
で
沈
氏
の
所
説
を
要
約
す
る
と
、
一
九
〇
三
年
秋
に
漸
学
会
の
名
儀
で
招
集
さ
れ
「
王
嘉
月
〕
な
る
者
の
下
宿
で
開
催
さ
れ
た
二
回
の
秘
密

会
合
で
革
命
運
動
の
具
体
的
工
作
の
方
針
を
決
定
し
、
そ
れ
が
光
復
会
に
発
展
し
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
翫
学
会
の
発
足
の
時
点
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

閑
却
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
後
期
軍
国
民
教
育
会
の
成
立
と
軌
を
一
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
推
定
に
と
ど
ま
る
。
よ
り
明
確

な
手
が
か
り
と
し
て
は
、
秘
密
会
合
の
場
と
な
っ
た
「
王
嘉
緯
罪
な
る
人
物
の
下
宿
に
留
学
生
の
同
郷
会
雑
誌
『
漸
腸
管
』
の
実
質
上
の
編
集

部
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
の
沈
疑
の
記
述
で
あ
る
。
そ
の
「
王
嘉
樟
」
と
は
、
沈
氏
に
よ
る
と
字
は
偉
人
、
早
稲
田
大
学
に
在
学
し
『
漸
江

潮
』
の
編
集
者
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
沈
氏
の
言
う
「
王
嘉
緯
」
と
は
誤
記
で
あ
っ
て
、
姓
は
王
、
字
を
偉
人
な
る
人
物
と

は
、
端
補
樂
で
あ
り
王
家
駒
と
号
す
る
青
年
会
会
員
、
義
勇
隊
隊
員
、
後
期
軍
国
民
教
育
会
へ
の
改
組
を
画
す
る
改
革
意
見
書
の
連
署
人
で
あ

⑤る
。
す
な
わ
ち
、
王
並
並
は
軍
国
民
教
育
会
の
最
有
力
会
員
の
一
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
王
器
量
の
下
宿
で
の
秘
密
会
合
の
参
加
者
で
沈
氏
が
名

前
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
王
嘉
樂
、
面
識
箆
、
許
寿
裳
．
沈
腿
民
、
陶
成
章
、
魏
蘭
、
襲
襲
業
で
あ
り
、
傍
線
を
附
し
た
者
が
史
料
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
み
て
軍
国
民
教
育
面
会
員
と
兇
倣
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
沈
黒
に
よ
れ
ば
光
復
会
の
原
発
起
人
が
「
王
嘉
緯
」
で
あ
り
、
軍
国
民
教
育
会
と
い

う
名
称
が
日
本
の
官
憲
に
〃
誓
約
”
し
て
い
た
関
係
で
使
用
で
き
な
か
っ
た
事
情
を
併
せ
考
慮
す
れ
ば
、
光
復
会
の
源
流
と
称
さ
れ
る
漸
学
会

の
活
動
と
は
、
実
は
後
期
軍
国
民
教
育
会
の
漸
江
出
身
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し
た
活
動
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
聞
題
の
所
在
は
、
組
織
史
的
事
実
関
係
か
ら
み
て
如
何
に
し
て
後
期
軍
馬
民
教
育
会
が
華
興
会
と
光
復
会
に
発
展
し
て
行
っ
た
か
と

い
う
所
に
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
光
復
会
の
設
立
者
の
一
人
で
あ
る
陶
成
章
は
、
我
々
に
重
要
な
示
唆
を
残
し
て
い
る
。
陶
成
章
に
よ
る
と
、

華
興
会
は
黄
興
ら
湖
東
出
身
の
軍
国
民
教
育
会
会
員
の
帰
郷
運
動
か
ら
発
展
し
て
成
立
し
、
光
復
会
は
軍
富
民
教
育
会
の
暗
殺
団
が
改
名
し
て
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⑦

成
立
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
軍
国
民
教
育
会
と
い
う
共
通
の
母
体
を
持
ち
な
が
ら
、
何
故
に
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
組
織
が
形
成
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
ま
た
帰
郷
運
動
と
は
一
体
何
か
P
　
暗
殺
団
の
実
態
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
P
　
そ

れ
ら
の
一
連
の
疑
問
を
解
く
た
め
に
、
ま
ず
帰
郷
運
動
と
暗
殺
団
に
つ
い
て
今
少
し
具
体
的
事
実
を
整
理
し
な
が
ら
、
陶
成
章
の
説
の
当
否
を

綿
密
に
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
帰
郷
運
動
と
は
、
日
本
に
お
い
て
結
成
さ
れ
た
軍
国
民
教
育
会
が
分
省
営
義
路
線
に
基
い
て
中
国
内
地
各
省
に
む
か
っ
て
有
力
会
員
を
帰
国

さ
せ
て
、
そ
の
任
務
に
あ
た
ら
せ
た
こ
と
を
総
称
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
任
務
に
あ
た
っ
た
者
を
、
隅
自
由
は
実
行
員
と
も
運
動
員
と
も
称

　
　
　
⑧

し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
運
動
員
な
る
名
称
は
、
前
期
軍
国
民
教
育
会
が
五
月
十
一
臼
に
採
択
し
た
規
約
（
「
公
約
」
）

　
　
　
⑨

に
み
え
る
。
従
っ
て
、
前
期
で
は
運
動
員
と
称
せ
ら
れ
、
後
期
に
な
っ
て
実
行
員
に
改
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

規
約
で
は
運
動
員
の
選
出
を
自
薦
他
薦
と
も
に
可
と
し
、
そ
の
任
務
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
　
「
運
動
規
則
は

別
に
定
め
る
」
と
規
約
に
記
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
「
運
動
規
則
」
は
各
種
留
学
生
雑
誌
や
『
蘇
報
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ

て
、
前
期
の
段
階
で
運
動
員
が
秘
密
裏
に
実
行
員
の
活
動
に
相
当
す
る
分
省
営
義
工
作
に
従
事
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
介
在
す

る
余
地
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
運
動
員
の
職
掌
を
通
し
て
今
一
歩
具
体
的
に
考
察
す
る
。
軍
国
民
教
育
会
の
規
約
は
、
　
「
学
生
軍
規
則
」

を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
学
生
軍
の
そ
れ
を
見
る
と
、
本
部
職
員
の
項
に
運
動
科
が
設
け
ら
れ
脚
長
一
名
の
下
に
無
定
数
の
運
動
員
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

属
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
学
生
軍
の
軍
隊
の
部
は
各
人
の
姓
名
と
任
務
分
掌
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
本
部
職
員
の
方
は
鉦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

永
建
が
仮
部
長
と
な
っ
た
ほ
か
、
二
十
九
名
の
姓
名
が
判
明
す
る
の
み
で
各
人
の
任
務
分
掌
ま
で
判
別
し
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
本
部
職
員
の

な
か
で
運
動
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
確
認
し
う
る
の
は
陳
天
華
で
あ
る
。
し
か
も
彼
は
、
後
に
華
興
会
に
参
加
し
て
い
る
。
楊

源
溶
の
「
陳
天
華
殉
国
記
」
に
よ
る
と
、
陳
天
華
は
推
薦
さ
れ
て
運
動
員
と
な
り
湖
南
に
働
き
か
け
る
任
務
に
あ
た
り
、
　
「
敬
告
湖
南
人
」
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
一
文
を
草
し
湖
南
の
撒
育
界
に
郵
送
し
併
せ
て
帰
国
の
準
備
を
整
え
て
い
た
が
義
勇
隊
が
突
然
解
散
さ
れ
た
と
の
事
で
あ
る
。
従
っ
て
通
称

義
勇
隊
の
運
動
員
の
職
掌
は
、
陳
天
華
の
活
動
か
ら
み
る
と
各
省
単
位
で
中
国
内
地
に
む
け
て
宣
伝
・
拡
大
す
る
任
を
帯
び
帰
国
し
て
活
動
す
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る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
　
こ
の
よ
う
な
職
掌
を
帯
び
た
運
動
員
が
、
　
い
か
な
る
活
動
に
取
組
ん
だ
の
か
を
よ
り
具
体
的

に
見
て
ゆ
き
た
い
。
義
勇
隊
発
足
時
か
ら
留
学
生
の
活
動
を
監
視
し
二
度
に
わ
た
っ
て
弾
圧
し
た
日
本
政
府
側
が
収
集
し
た
情
報
に
よ
る
と
、

「
湖
南
人
龍
銃
峻
一
派
」
が
、
留
学
生
の
満
州
問
題
に
対
す
る
見
解
を
訴
え
る
た
め
、
五
月
十
二
日
頃
出
発
し
約
ニ
ケ
月
の
予
定
で
帰
国
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

う
と
し
て
い
る
、
と
の
事
で
あ
る
。
　
「
湖
南
人
置
十
一
」
と
は
全
く
不
詳
で
あ
る
が
、
十
二
日
頃
出
発
の
予
定
と
言
う
翌
十
三
日
附
の
東
京
の

留
学
生
よ
り
上
海
中
国
教
育
会
に
宛
て
た
書
簡
に
よ
る
と
、
楊
㌶
麟
、
周
家
純
の
二
名
が
南
洋
大
臣
・
魏
光
黙
に
会
見
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

あ
り
、
ま
た
陳
天
華
、
許
翔
の
二
名
が
湖
南
に
帰
郷
し
て
運
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
の
事
で
あ
る
。
　
「
湖
南
人
龍
鱗
峻
一
派
」
と
は
、
こ

の
四
名
の
こ
と
を
雷
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
揚
硫
麟
も
陳
天
華
と
同
様
に
学
生
軍
本
部
職
員
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
運
動
員
と
見
散
さ

　
⑮

れ
る
。
陳
天
華
が
熱
心
に
帰
郷
運
動
に
取
組
ん
で
い
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
改
め
て
裏
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
が
実
際
に
帰
国
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
、
一
九
〇
三
年
の
終
り
頃
で
あ
る
。
彼
は
帰
国
し
な
か
っ
た
代
り
に
、
　
「
敬
告
湖
南
人
」
に
続
い
て
「
覆
湖
南
同
学
諸
君
書
」
を
草
し
て
東

京
の
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
書
簡
の
大
意
は
、
本
国
で
は
留
学
生
が
尽
く
革
命
党
化
し
た
と
大
騒
動
し
て
い
る
が
、
東
京
で
は
極
め
て

平
静
で
日
本
体
育
会
に
行
っ
て
有
事
の
秋
に
備
え
る
た
め
に
体
操
の
練
習
を
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
運
動
員
の
活
動
は
、

湖
南
グ
ル
ー
プ
に
の
み
顕
著
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
実
際
に
帰
国
し
て
安
徽
章
国
会
の
結
成
大
会
に
臨
ん
だ
溜
施
華
も
そ
の
一
人
で
あ

⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
。
ま
た
陳
天
華
と
岡
様
に
書
簡
を
以
て
同
郷
人
に
働
き
か
け
る
活
動
は
、
漸
漸
省
の
出
身
者
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
特
に
湖
南
出
身
者

の
帰
郷
活
動
が
注
圏
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
活
動
が
華
興
会
の
結
成
と
い
う
具
体
的
成
果
に
結
実
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
一
度
、
湖
南
グ

ル
ー
プ
の
動
き
に
焦
点
を
あ
て
よ
う
。
曹
瓶
伯
は
、
　
一
九
〇
三
年
五
～
六
月
頃
、
湖
南
省
新
化
県
出
身
の
留
日
陸
軍
学
生
楊
源
溶
（
字
は
伯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

笙
）
が
新
た
に
東
京
よ
り
帰
っ
て
来
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
楊
源
溶
の
帰
国
の
件
は
、
　
『
蘇
報
』
六
月
二
十
九
日
附
記
事
に
も
み
え
る
。
楊
源

濤
は
洋
装
し
て
い
た
の
で
外
国
人
に
間
違
わ
れ
て
洋
務
局
か
ら
丁
重
に
扱
か
わ
れ
た
が
、
東
京
よ
り
帰
国
し
た
留
学
生
と
判
明
す
る
と
、
身
柄

を
拘
束
さ
れ
、
湖
南
巡
撫
・
趙
爾
巽
の
取
調
の
結
果
、
よ
う
や
く
釈
放
さ
れ
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
、

帰
国
し
た
留
学
生
が
革
命
党
人
で
あ
れ
ば
逮
捕
の
う
え
即
刻
処
刑
せ
よ
と
の
面
諭
が
下
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
件
は
、
趙
爾
巽
か
ら
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瀞
広
総
督
端
方
へ
…
提
出
さ
れ
た
報
告
書
簡
に
よ
っ
て
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
る
α
な
お
本
書
簡
は
、
張
篁
渓
の
「
皇
祖
燕
、
至
難
巽
書
信
中
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

述
清
聴
湘
籍
極
東
学
生
的
革
命
活
動
」
な
る
一
文
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
題
で
光
緒
三
十
年
（
　
八
〇
四
年
）
の
書
簡
と
し
て
い
る
の

は
、
前
述
の
曹
亜
伯
と
『
蘇
報
』
の
記
事
と
に
照
し
て
明
ら
か
に
誤
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
書
簡
に
よ
る
と
、
趙
爾
巽
は
楊
源
溶
を
訊
問
す
る
と

共
に
、
所
持
す
る
二
十
数
通
の
書
簡
を
数
通
開
封
し
て
検
閲
し
た
が
、
中
国
の
領
土
分
割
の
危
機
が
急
迫
し
て
い
る
と
す
る
も
の
、
留
学
を
勧

誘
す
る
も
の
、
学
堂
の
振
興
、
婦
人
の
不
纒
足
を
訴
え
る
も
の
で
、
所
持
す
る
書
籍
は
日
本
の
学
科
の
翻
訳
書
ば
か
り
で
、
忠
君
の
言
が
無
い

け
れ
ど
も
ま
た
革
命
の
説
も
な
し
と
判
断
し
て
釈
放
し
た
が
、
私
の
処
置
に
誤
り
が
あ
れ
ば
御
示
教
を
乞
い
た
い
、
と
の
趣
旨
を
記
し
て
い
る
。

趙
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
日
本
へ
留
学
し
て
い
る
学
生
達
の
主
．
張
と
草
命
党
の
宗
旨
と
は
一
致
し
な
い
と
言
う
。
そ
れ
は
、
排
満
復
仇
革
命
論
を

唱
道
し
た
章
晒
麟
ら
中
国
教
育
会
・
『
蘇
報
』
に
拠
る
革
命
家
た
ち
と
、
中
国
分
割
の
危
機
を
強
調
し
て
も
黒
部
復
仇
論
を
言
わ
な
か
っ
た
東

京
軍
国
民
教
育
会
と
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
相
違
が
意
見
対
立
・
論
争
と
な
り
軍
国
民
教
育
会
の
路
線
転
換
と
な
っ
て
表

出
す
る
の
は
、
七
肩
五
日
改
革
意
見
書
に
於
て
で
あ
る
。
従
っ
て
、
軍
国
民
教
育
会
が
排
満
論
を
前
而
に
掲
げ
な
か
っ
た
段
階
を
前
期
と
す
れ

ば
、
今
ま
で
み
て
き
た
運
動
員
の
帰
郷
活
動
は
あ
く
ま
で
も
前
期
の
特
質
を
体
現
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
後
期
軍

国
民
教
育
会
に
な
る
と
、
運
動
員
の
名
称
を
用
い
る
の
は
誤
り
で
、
実
行
員
と
い
う
名
称
が
正
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
隅
自
由
は
帰
国
し
て
分
省
起

義
を
担
当
す
る
者
を
実
行
嘉
し
と
た
と
雷
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
は
暗
殺
団
関
係
者
に
も
実
行
員
と
称
せ
ら
れ
た
老
が
あ
る
と
雷
う
。
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ち
、
賭
殺
団
関
係
者
の
揚
信
女
、
周
来
蘇
、
蘇
鵬
も
実
行
員
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
黄
興
の
よ
う
に
比
較
的
早
期
に
帰
国
し
た
実

行
員
と
、
日
本
に
滞
在
し
て
専
ら
革
命
宣
伝
文
献
の
執
筆
を
担
当
し
遅
れ
て
帰
国
し
た
陳
天
華
の
よ
う
な
実
行
員
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て

み
る
と
、
実
行
員
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
た
活
動
内
容
は
、
単
に
分
省
起
義
路
線
の
推
進
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
暗
殺
団
、
革
命
宣
伝
担
当
の
方

面
も
含
ま
れ
て
い
る
と
見
倣
さ
れ
る
。
薦
自
由
に
よ
る
と
、
軍
国
民
教
育
会
が
決
定
し
た
革
命
実
行
の
方
法
に
、
鼓
吹
、
暗
殺
、
起
義
の
三
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
軍
国
民
教
画
一
4
会
は
、
革
命
宜
伝
を
担
当
す
る
「
鼓
吹
」
部
、
各
省
で
蜂
起
す
る
た
め
の
組
織
工
作
を

担
当
す
る
「
起
義
」
部
、
テ
ロ
活
動
を
担
当
す
る
「
暗
殺
」
部
の
三
部
に
実
質
的
に
編
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
実
行
員
と
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興会と光復会の成立過程（中村）

は
暗
殺
薗
関
係
者
を
含
め
て
軍
国
民
教
育
会
の
本
部
が
β
本
に
設
置
さ
れ
て
い
た
関
係
で
、
本
部
か
ら
中
国
各
省
へ
帰
国
し
革
命
運
動
に
従
事

す
る
者
を
総
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
革
命
運
動
の
手
願
と
し
て
最
初
に
「
起
義
」
部
所
属
の
も
の
が
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
ず

そ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
実
行
員
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
会
員
の
中
で
出
身
省
に
あ
っ
て
相
当
の
政
治
的
力
最
の
あ
る
者
を
推
薦
し
て
実
行

員
と
し
、
帰
国
さ
せ
て
革
命
実
行
の
工
作
に
従
事
せ
し
め
た
、
湖
南
出
身
の
黄
光
、
安
徽
の
戦
野
樫
、
漸
江
の
襲
宝
玉
ら
数
人
は
帰
国
実
行
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
最
有
力
分
子
で
あ
っ
た
、
と
の
指
摘
は
こ
の
事
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
実
行
員
の
名
称
そ
の
も
の
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
後

期
軍
国
民
教
育
会
の
政
治
思
想
的
背
景
の
考
察
の
な
か
で
改
め
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
そ
こ
で
陶
成
章
の
言
う
光
復
会
の
組
織
母
体
で
あ
る
軍
国
民
教
育
会
の
暗
殺
団
に
眼
を
転
じ
て
、
具
体
的
考
察
を
進
め
て
行
き
た
い
。
暗
殺

団
の
場
合
は
、
前
期
軍
国
民
教
育
会
の
活
動
か
ら
継
承
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
期
に
お
い
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
暗
殺
団
が
最
初
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

出
現
し
た
事
例
は
、
そ
の
当
事
者
の
一
人
で
あ
る
蘇
鵬
の
『
柳
渓
露
語
』
に
み
え
る
。
蘇
鵬
に
よ
る
と
、
軍
国
民
教
育
会
が
暗
殺
を
実
行
す
る

方
針
を
採
用
し
、
武
器
と
し
て
主
に
爆
弾
を
必
要
と
し
た
の
で
、
彼
と
楊
硫
麟
、
何
海
上
、
広
東
出
身
の
胡
、
江
西
出
身
の
湯
は
、
東
京
を
離

れ
て
横
浜
に
行
き
、
密
に
一
捻
の
家
を
借
り
て
爆
弾
製
造
所
と
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
蘇
鵬
は
こ
の
爆
弾
製
造
所
の
件
を
日
露

交
戦
中
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
厳
密
に
言
え
ば
一
九
〇
四
年
以
降
の
こ
と
に
な
る
が
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

蘇
鵬
は
一
方
で
我
々
に
有
力
な
る
手
懸
を
残
し
て
い
る
。
横
浜
の
爆
弾
製
造
所
に
、
同
地
で
ペ
ス
ト
が
流
行
し
て
い
た
の
で
警
察
官
の
立
入
り

検
査
が
あ
り
、
不
意
を
つ
か
れ
た
彼
ら
は
薬
贔
の
処
理
を
誤
り
暴
発
さ
せ
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め
に
彼
と
楊
は
限
に
重
傷
を
負
っ
た
、
と
言
う

の
で
あ
る
。
本
件
は
暗
殺
団
に
と
っ
て
大
事
件
で
あ
り
、
こ
の
件
よ
り
暗
殺
団
の
存
在
時
点
を
確
定
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
〇
三
年
遅
夏
頃
に
設
置
さ
れ
、
十
一
月
頃
に
暴
発
事
件
を
起
こ
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
通
説
で
は
光
復
会
は
漸
江
派
と

通
称
せ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陶
成
章
の
言
う
光
復
会
の
母
体
と
さ
れ
る
暗
殺
団
に
漸
江
出
身
者
が
全
く
名
前
を
連
ね
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
一
体
、
こ
の
頃
、
漸
江
グ
ル
ー
プ
は
何
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
そ
の
消
息
の
一
端
は
、
　
「
光
復
讐
大
元
帥
徐
発
喪
」
に
見

　
㊤

え
る
。
　
そ
れ
に
よ
る
と
、
世
柄
麟
が
革
命
を
唱
言
し
て
投
獄
さ
れ
た
（
甘
辛
案
）
の
で
、
漸
落
出
身
学
生
は
牛
込
区
の
清
風
亭
で
会
合
を
開
き
、
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徐
錫
麟
は
資
金
を
出
し
て
そ
れ
を
賛
助
し
た
。
徐
は
そ
の
会
合
で
た
ま
た
ま
陶
成
章
、
衝
撞
鐙
と
意
見
が
一
致
し
た
の
で
、
散
会
後
す
で
に
張

な
る
者
と
と
も
に
陶
成
章
を
訪
問
し
た
。
陶
は
彼
を
鉦
永
建
に
引
き
合
せ
、
天
下
国
家
の
情
勢
を
語
り
あ
っ
た
。
徐
錫
麟
は
、
清
朝
政
府
を
顛

覆
し
ょ
う
と
す
る
決
意
が
こ
れ
に
よ
っ
て
益
々
強
園
と
な
り
、
遂
に
図
書
と
刀
剣
を
購
入
し
て
帰
国
し
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
蘇
報
案
直
後

の
こ
と
と
言
う
か
ら
、
七
月
中
旬
の
漸
江
グ
ル
ー
プ
の
消
息
を
窺
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
こ
に
於
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
拒
俄
義
勇
隊
の

発
起
人
・
鉦
永
建
と
陶
成
章
、
襲
宝
錠
と
の
問
に
密
接
な
る
連
絡
が
保
た
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
に
光
復
会
を
結
成
す
る
陶
成

章
、
襲
宝
器
ら
は
、
軍
国
民
教
育
会
の
会
員
と
し
て
行
動
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
楊
硫
麟
ら
の
暗
殺
団
に
良
識
派
の
老
が
参
加
し
て
い
る
こ
と

を
裏
づ
け
る
史
料
は
直
接
的
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
全
く
無
関
係
と
は
言
え
な
い
。
陶
成
章
が
光
復
会
の
成
立
事
情
に
精
通
し
て
い
る
筈
で
あ

る
か
ら
、
漸
江
派
の
動
き
だ
け
で
な
く
、
楊
就
麟
の
主
宰
す
る
軍
国
民
教
育
会
暗
殺
団
の
足
跡
を
も
併
せ
て
考
察
す
る
こ
と
が
、
光
復
会
の
成

立
過
程
を
知
る
最
瑛
の
方
法
で
あ
る
。
そ
こ
で
鰹
節
に
お
い
て
、
後
期
軍
国
民
教
育
会
と
特
徴
づ
け
る
暗
殺
団
が
登
場
し
て
く
る
政
治
思
想
的

背
景
を
分
析
し
、
華
興
会
、
光
復
会
の
成
立
過
程
の
解
明
に
資
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
前
出
、
拙
稿
「
拒
俄
義
勇
隊
、
軍
国
斑
教
育
会
」
。

②
　
前
出
、
小
野
川
秀
美
「
光
復
会
の
成
立
」
。

③
聖
旨
斑
「
記
光
復
会
二
三
箏
」
（
『
辛
亥
寧
菜
園
憶
録
』
四
。
以
下
『
回
憶
録
』

　
と
略
記
す
る
。
）

④
沈
氏
は
漸
学
会
に
関
し
て
、
発
足
の
時
点
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
た
だ
発
足
の
事

　
情
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
雷
う
。
要
約
す
る
と
、
漸
学
会
は
も
と
も
と
漸
江
省
杭

　
州
に
設
け
ら
れ
革
命
を
宣
伝
し
た
の
で
あ
る
が
、
直
ち
に
浩
朝
政
府
か
ら
逮
捕
せ

　
よ
と
の
命
令
が
下
さ
れ
た
の
で
、
一
部
の
会
鼓
は
恐
れ
を
な
し
て
声
明
を
発
し
て

　
退
会
し
、
闘
争
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
会
員
は
羅
漢
第
の
発
案
で
名
称
を
漸
学
会

　
に
改
め
革
命
工
作
を
進
め
た
、
と
の
事
で
あ
る
。
漸
学
会
の
前
身
組
織
の
名
称
は

　
不
詳
で
あ
る
が
、
革
命
宣
伝
を
す
る
と
出
汐
政
府
か
ら
遼
捕
せ
よ
と
の
命
令
が
下

　
さ
れ
｝
部
会
員
が
脱
退
し
た
と
い
う
の
は
、
拒
俄
義
勇
隊
・
前
期
軍
国
民
教
育
会

　
の
場
合
と
全
く
同
様
で
あ
り
、
従
っ
て
岡
会
の
発
足
は
～
応
今
の
と
こ
ろ
～
九
〇

　
三
年
五
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。

⑤
沈
氏
に
よ
る
と
、
「
王
嘉
偉
」
と
は
字
は
偉
入
、
早
稲
田
大
学
に
在
学
し
『
甑

　
江
潮
』
の
編
集
者
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
房
兆
楓
『
清
末
民
初
洋

　
学
学
生
題
名
仕
初
韓
』
　
（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
・
史
料
叢
刊
）
を
参
照
す

　
る
と
、
姓
は
王
、
字
は
偉
人
、
法
理
繊
身
、
早
稲
田
在
学
生
な
る
人
物
と
は
、
王

　
嘉
簗
を
唯
「
摘
出
し
う
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
『
革
命
逸
史
』
　
（
以
下
『
逸
史
』

　
と
略
す
）
初
集
も
、
誰
一
4
年
会
会
員
と
し
て
姓
は
王
、
字
は
偉
人
な
る
人
物
を
王
家

　
駒
と
記
し
て
い
ろ
。
　
『
逸
史
』
第
五
集
の
芝
之
義
勇
隊
員
の
名
簿
に
王
嘉
築
な
る

　
人
物
が
み
え
る
。
ま
た
『
逸
史
臨
初
集
の
軍
国
民
教
育
会
意
見
書
の
連
署
人
に
、

　
王
家
主
な
る
人
物
が
み
え
る
。
王
嘉
簗
、
王
家
駒
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、

　
「
嘉
」
と
「
家
」
と
は
、
O
げ
冨
「
渠
」
と
「
駒
」
と
は
O
げ
儲
が
通
じ
る
こ
と
か
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華興会と光復会の成立過程（中村）

　
ら
わ
か
る
。
日
本
政
府
か
ら
学
生
軍
の
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
際
、
神
田
警
察
に
嵐

　
慰
し
て
王
嘉
築
と
名
の
っ
て
い
る
。
ま
た
警
視
庁
に
出
頭
を
命
ぜ
ら
れ
て
軍
国
民

　
教
育
会
の
解
散
を
誓
約
さ
せ
ら
れ
た
時
は
、
王
家
駒
と
署
名
し
て
い
る
。
す
な
わ

　
ち
王
嘉
築
は
、
軍
国
民
教
育
会
の
有
力
会
員
で
あ
る
。

⑥
許
寿
裳
は
、
学
生
軍
の
名
簿
（
『
逸
史
』
第
五
集
）
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
な

　
お
、
彼
は
周
直
人
（
魯
迅
）
の
親
友
で
あ
る
。
周
異
人
も
こ
の
時
す
で
に
激
学
会

　
会
員
で
あ
る
。
そ
の
他
の
漸
学
会
会
負
で
同
時
に
軍
国
民
教
育
会
会
員
で
あ
る
と

　
し
て
傍
線
を
附
し
た
の
は
、
沈
氏
自
身
の
記
述
に
基
く
。

⑦
陶
成
章
『
乙
案
紀
略
』
上
巻
『
紀
事
本
末
」
（
『
辛
亥
革
命
』
三
、
＝
ハ
頁
）
、

　
陶
成
章
は
光
復
会
結
成
に
お
い
て
実
質
的
な
活
動
顧
で
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
し

　
か
し
、
暗
殺
団
員
で
は
な
い
。

⑧
漏
自
由
『
逸
史
』
第
二
集
「
記
上
海
志
士
与
革
命
運
動
」
、
『
逸
史
』
初
集
「
東

　
京
軍
国
民
教
育
会
」
、
「
秦
鱗
雲
事
略
」
。

⑨
『
江
蘇
』
第
二
期
、
【
五
二
頁
。

⑩
『
湖
北
学
生
界
』
第
四
期
「
留
学
紀
録
」
。

⑪
『
逸
史
』
第
五
集
「
癸
卯
留
日
学
生
軍
姓
名
補
述
」
。

⑫
脳
梁
落
述
、
張
篁
詳
記
「
陳
天
華
殉
墓
誌
」
　
（
『
湖
南
歴
史
資
料
』
一
九
五
九

　
年
、
第
一
期
）
。

⑬
　
9
本
外
務
省
保
管
記
録
文
書
『
在
本
邦
清
国
留
学
生
関
係
雑
纂
、
，
雑
ノ
部
1
』

　
所
収
。
　
「
乙
秘
第
一
八
五
号
文
書
」
五
月
四
日
付

　
　
　
清
鼠
留
学
生
帰
国
セ
ソ
ト
ス

　
清
国
留
学
生
湖
南
人
龍
鯨
酸
ノ
輩
ハ
．
満
州
問
題
回
付
キ
頻
り
ニ
憤
慨
シ
、
協
議

　
ノ
照
臨
果
、
留
呂
出
生
中
川
テ
委
員
緊
縛
ヲ
撰
宗
｛
一
シ
約
一
　
ケ
月
ノ
目
掃
込
ヲ
以
テ
帰
国
シ
、

　
政
府
弁
二
総
督
二
向
ヒ
留
学
生
ノ
同
問
題
二
対
ス
ル
意
見
等
ヲ
披
澄
シ
、
益
々
盤

　
固
ノ
鮨
一
度
二
出
デ
ラ
レ
国
家
百
年
ノ
計
ヲ
シ
テ
遺
憾
ナ
カ
ラ
シ
メ
ソ
ト
ノ
窺
情
ヲ

　
陳
叙
セ
ソ
目
的
ニ
テ
、
来
ル
十
二
日
頃
出
発
セ
ソ
ト
テ
目
下
其
準
備
中
ナ
リ
ト
聞

　
ク
、
黙
ル
ニ
表
面
ハ
満
州
及
広
州
外
三
四
ケ
所
ノ
地
二
学
校
建
設
ノ
為
メ
ナ
リ
あ

　
嚇
ご
…
暦
シ
居
ル
ト
云
フ
。
　
（
句
読
点
・
濁
点
・
略
字
引
用
者
）

⑭
　
『
蘇
報
』
五
月
二
十
日
号
、
　
「
東
京
要
函
照
録
・
野
並
東
京
陰
十
七
日
来
函
、

　
言
…
…
（
中
略
）
…
…
湖
南
学
生
中
有
楊
鱗
麟
、
周
家
端
敵
有
往
南
洋
運
動
魏
午

　
帥
之
挙
、
回
滞
運
動
者
、
則
有
陳
天
華
、
詐
翔
二
人
。
…
…
」
。

⑮
前
出
、
『
逸
史
』
、
「
登
霞
留
B
学
生
軍
姓
名
補
翼
」
。

⑯
　
拙
稿
「
陳
二
尊
の
革
命
論
の
展
開
し
　
（
『
待
兼
山
論
叢
』
第
二
号
）
。

⑰
『
叢
書
』
六
月
十
四
日
号
。

⑱
前
出
、
拙
稿
「
毒
茸
義
勇
隊
・
軍
国
民
教
育
会
」
。

⑲
『
三
戸
』
五
月
二
十
八
日
号
の
「
専
件
択
要
」
欄
に
み
え
る
「
在
日
本
東
京
之

　
湿
州
留
学
生
函
」
は
、
そ
の
｝
例
で
あ
る
。

⑳
曹
亜
伯
『
武
昌
革
命
真
史
』
の
自
叙
に
、
　
「
斯
蒔
（
癸
卯
五
月
引
用
者
注
）
新

　
化
留
日
陸
軍
学
生
楊
源
溶
（
字
伯
笙
）
、
懸
垂
東
京
帰
、
帯
附
置
天
華
倫
理
回
頭

　
七
千
冊
、
．
皆
被
諸
校
董
焚
去
。
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
『
猛
扇
頭
』
帯
有
の
件

　
は
、
後
述
す
る
所
の
趙
爾
巽
に
よ
る
取
調
の
一
件
に
照
し
て
見
解
を
留
保
す
る
。

⑳
『
蘇
報
』
六
月
二
十
九
日
号
の
「
険
哉
洋
大
人
」
と
い
う
記
事
に
「
新
化
楊
伯

　
笙
由
東
京
帰
国
至
湖
南
、
猶
服
西
装
、
為
書
保
島
巡
査
所
思
、
以
報
大
府
。
大
府

　
以
外
国
人
来
遊
歴
者
、
命
洋
務
局
総
高
蒙
道
台
、
造
其
寓
拝
之
。
察
至
心
濃
親

　
兵
、
入
向
楊
請
安
、
呼
為
洋
大
人
求
目
。
楊
不
解
、
示
以
名
刺
、
井
告
以
自
東
京

　
留
学
生
帰
國
、
非
爾
大
人
所
欲
拝
之
洋
大
人
也
。
薬
覆
大
府
、
疑
為
革
命
党
、
立

　
拘
去
、
裸
其
身
遍
捜
之
、
復
旧
裏
門
薩
、
発
墨
儒
書
、
皆
無
拠
。
藩
台
張
紹
華

　
臼
、
偵
是
留
学
生
殺
之
可
也
、
有
拠
無
搬
不
必
問
。
撫
院
趙
爾
巽
、
執
不
可
、
乃

　
免
。
…
…
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

㊧
　
張
皇
漢
「
義
目
燕
、
趙
爾
極
書
桑
中
所
述
清
末
湘
籍
留
東
学
生
的
革
命
活
動
」

⑳

（『

ﾎ
南
歴
史
資
料
』
一
九
五
九
年
第
～
期
）
。

「
該
会
誌
国
民
教
育
会
成
立
後
、
推
挙
同
志
返
国
分
伝
導
義
、

（『

寛
j
』
密
集
「
秦
統
鶏
事
略
」
）
。

『
逸
史
』
第
三
集
「
興
面
会
三
期
之
革
命
同
志
」
。

名
日
田
行
員
」
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醗
　
『
逸
史
』
重
慶
「
東
京
軍
三
民
教
育
会
」
。

㊧
　
　
『
逸
史
』
第
三
集
「
記
上
海
志
士
与
華
命
運
動
」
。

⑳
　
蘇
蜜
『
柳
瀬
憶
語
』
（
『
中
華
斑
国
開
国
五
十
年
文
献
風
脚
一
編
、
第
十
冊
、
興

　
中
会
下
）
。

㊧
横
浜
市
役
所
編
『
横
浜
市
史
稿
』
政
治
編
三
（
一
九
三
二
年
）
に
拠
る
と
、
「
横

　
二
布
に
於
け
る
ペ
ス
ト
病
発
生
は
、
初
発
以
来
六
回
の
流
行
を
重
ね
」
、
第
一
回

　
は
一
九
〇
二
年
、
第
二
回
は
〇
三
年
、
第
三
回
は
〇
七
年
、
第
四
回
は
〇
九
年
、

　
第
五
園
は
一
三
年
、
第
六
回
は
二
六
年
で
あ
っ
た
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
本
件
に

　
関
係
す
る
の
は
一
九
〇
三
年
の
第
二
圓
流
行
で
あ
る
。
「
翌
（
賜
治
）
三
十
六
年
、

　
戸
部
四
丁
昌
及
び
西
戸
翻
町
、
一
二
吉
町
、
元
浜
町
レ
南
太
田
晦
｝
神
奈
川
町
等
に

　
岡
病
患
者
が
発
生
し
た
に
際
し
て
は
、
直
に
大
消
毒
法
を
施
行
し
、
本
い
で
遮
断
、

　
隔
離
、
焼
払
等
前
年
の
方
法
に
依
っ
て
量
減
を
期
し
た
が
、
病
毒
潜
伏
区
域
は
益

　
々
拡
大
せ
ら
る
Σ
の
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
、
防
疫
機
関
の
完
備
を
必
要
と
な
し
、

　
三
十
六
舵
＋
十
一
月
六
日
、
勅
ム
予
を
以
て
溜
出
里
謡
県
に
曲
臨
防
一
時
疫
下
獄
が
置
か
れ
た
。
」

　
と
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
暗
殺
団
の
横
浜
で
の
爆
弾
製
造
所
は
、
一
九
〇
三
年

　
の
ペ
ス
ト
第
二
圓
流
行
以
前
に
設
概
さ
れ
、
数
ヵ
月
の
苦
心
を
重
ね
て
爆
薬
製
造

　
に
こ
ぎ
つ
け
、
十
「
月
頃
に
暴
発
事
件
を
起
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

㊧
　
『
逸
史
』
第
五
集
「
光
復
軍
大
元
帥
徐
錫
麟
」
。
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二
　
ロ
シ
ア
・
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
戦
術
思
想
の
受
容

　
本
節
で
は
軍
国
民
教
育
会
の
後
期
を
特
徴
づ
け
る
暗
殺
団
の
中
心
入
物
、
楊
困
窮
に
焦
点
を
あ
て
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
戦
術
思
想
の

中
国
へ
の
受
容
を
論
じ
、
後
期
軍
国
民
教
育
会
の
革
命
戦
略
路
線
の
政
治
思
想
的
背
景
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
九
〇
三
年
中
、
小
野
川
秀
美
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
、
ロ
シ
ア
虚
無
党
に
関
す
る
日
本
の
研
究
書
の
中
国
語
訳
が
登
場
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
最
初
の
年
で
あ
る
。
張
継
の
翻
訳
書
『
無
政
府
主
義
』
は
、
近
代
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
最
初
の
体
系
的
紹
介
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、

こ
の
訳
書
が
無
意
団
の
結
成
に
思
想
的
側
面
か
ら
直
接
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
、
と
断
定
す
る
に
は
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
暗
殺

団
は
八
月
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
。
同
書
が
一
九
〇
三
年
の
何
時
発
刊
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、

暗
殺
団
出
現
以
前
、
も
し
く
は
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
と
明
確
に
断
定
し
う
る
文
献
の
中
に
こ
そ
問
題
の
内
在
的
関
遵
性
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
こ
で
、
小
野
川
氏
の
指
摘
さ
れ
た
関
係
文
献
か
ら
一
九
〇
三
年
の
前
半
に
出
版
さ
れ
た
も
の
に
限
定
し
て
リ
ス
ト
に
す
る
と
次
の
通
り
で
あ

る
。
　
「
専
制
虎
」
（
『
隠
江
潮
』
第
一
、
一
二
期
）
、
「
早
出
要
求
立
憲
之
鉄
血
主
義
」
（
同
第
四
、
五
期
）
、
「
俄
国
虚
無
党
女
傑
沙
勃
羅
克
伝
」
（
同
第
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

期
）
、
　
「
虚
無
党
」
（
『
蘇
報
』
六
月
十
九
日
）
。
諏
彼
岸
氏
は
、
楊
鋼
製
『
新
興
爾
』
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
卑
見
を
附
す
と
、
楊
航
麟
『
俄



華興会と光復会の成立過程（中村）

羅
斯
虚
無
党
』
が
挙
げ
ら
れ
解
こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
・
嵐
の
軍
人
璽
九
σ
葦
上
半
暫
詠
い
て
ジ
ナ
ー
キ
ズ
倉
言
ケ
よ

り
も
ま
ず
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
に
関
す
る
諸
知
識
の
摂
取
を
完
了
し
て
い
た
こ
と
が
了
解
で
き
る
。
虚
無
党
の
虚
無
と
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
属

本
の
訳
語
で
あ
る
が
、
包
括
的
に
は
ナ
ロ
ド
ニ
キ
を
拝
芝
す
る
。
当
時
の
日
本
で
は
、
虚
無
党
な
る
語
を
以
て
ナ
ロ
ド
ニ
キ
を
代
表
さ
せ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
の
で
、
虚
無
党
と
は
ニ
ヒ
リ
ス
ト
の
党
と
い
う
狭
義
の
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
．
従
っ
て
、

中
国
知
識
人
の
近
代
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
へ
の
接
触
に
つ
い
て
も
、
厳
密
に
言
え
ば
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
に
関
す
る
情
報
摂
取
の
一
環
と
し
て

派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
ナ
ロ
ド
ニ
キ
へ
の
接
触
を
端
緒
と
し
て
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
関
す
る
体
系
的
な
理
解
に
接
近
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
改
め
て
解
説
す
る
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
情
報
源
は
煙
山
専
太
郎
の
著
書
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
出
版
物
に
あ
っ
た
。
期
せ
ず
し
て
中
国

の
知
識
人
に
対
す
る
情
報
の
提
供
者
と
な
っ
て
い
た
日
本
の
出
版
者
た
ち
は
、
詳
細
に
論
証
す
る
ま
で
も
な
く
、
総
じ
て
日
露
戦
争
を
必
至
と

す
る
情
勢
の
な
か
で
、
帝
政
ロ
シ
ア
国
内
の
反
政
府
・
反
権
力
闘
争
の
高
揚
が
、
当
面
の
日
本
の
国
益
・
国
策
に
有
利
な
も
の
で
あ
る
と
の
政

治
的
判
断
を
生
み
だ
す
社
会
情
勢
に
立
脚
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
角
度
か
ら
の
情
報
は
、
極
度
に
ロ
シ
ア
に
対
す
る
警
戒
心
を
高
め

つ
つ
あ
っ
た
中
国
の
知
識
人
に
あ
る
種
の
共
鳴
現
象
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
共
鳴
は
日
本
の
そ
れ
と
振
動
数
を

全
く
同
じ
く
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
共
鴨
の
典
型
と
見
倣
さ
れ
が
ち
な
恩
讐
義
勇
隊
で
す
ら
、
日
・
英
と
連
合
し
て
ロ
シ
ア
を
拒
む
路
線

を
斥
け
て
い
た
よ
う
に
、
既
に
～
定
の
変
調
作
用
、
す
な
わ
ち
帝
国
主
義
か
ら
中
国
の
民
族
的
利
益
を
擁
護
す
る
立
場
が
働
い
て
い
た
。
従
っ

て
、
も
は
や
中
国
の
知
識
人
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
へ
の
接
触
が
日
本
を
経
由
し
て
行
な
わ
れ
た
事
の
意
味
を
深
く
穿
面
す
る
意
義
は
な
い
。
そ
れ
よ

り
も
、
ナ
ロ
ド
ニ
キ
へ
の
接
触
が
中
国
の
革
命
運
動
史
に
い
か
な
る
新
し
い
段
階
を
画
し
た
の
か
、
そ
れ
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
彼
ら
は
一
九
〇
工
年
ま
で
に
日
本
の
明
治
維
新
史
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
革
命
史
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
史
に
関
す
る
知
識
を
獲
得
し
て
、

彼
ら
の
政
治
議
論
に
組
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
極
く
大
ま
か
な
図
式
化
を
す
る
と
、
フ
ラ
ソ
ズ
革
命
か
ら
民
権
思
想
と
共
和
制
を
、
明
治
維

新
か
ら
富
国
強
兵
策
を
学
ん
で
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
更
に
ロ
シ
ア
に
お
け
る
強
権
的
専
制
国
家
に
対
す
る
反
政
府
・
反
権
力
闘
争
の
力
強
い

展
開
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
既
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
西
欧
近
代
革
命
史
の
知
識
よ
り
も
、
現
に
進
行
し
て
い
る
ロ
シ
ア
の
反
政
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府
・
反
権
力
闘
争
の
ニ
ュ
ー
ス
の
方
が
、
彼
等
を
は
る
か
に
強
く
鼓
舞
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
楊
硫
麟
は
「
今
、
世
界
各
国
の
中
で
破
壊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

精
神
が
最
も
強
盛
な
る
者
は
、
ロ
シ
ア
の
無
政
府
党
に
如
く
は
な
し
」
と
言
う
。
こ
こ
に
、
西
欧
の
近
代
革
命
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
史
が
過
去

の
歴
史
上
の
事
件
の
知
識
と
し
て
、
背
後
に
去
り
行
く
車
窓
の
景
色
の
ご
と
く
中
国
の
急
進
的
な
知
識
人
革
命
家
の
脳
裏
か
ら
色
あ
せ
た
も
の

に
な
り
、
新
た
に
ロ
シ
ア
革
命
の
胎
動
が
魅
力
あ
る
も
の
に
映
じ
る
最
初
の
瞬
間
を
見
い
だ
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
中
国
知
識
人
の
ナ
ロ
ド
ニ

キ
へ
の
関
心
は
、
中
国
革
命
史
に
新
段
階
を
画
す
る
意
味
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
受
容
に
つ
い
て
は
今
一
歩
の
慎
重

な
る
考
察
を
要
す
る
。
ナ
ロ
ド
ニ
キ
へ
の
関
心
の
第
「
の
側
面
は
、
ま
ず
現
に
進
行
し
て
い
る
ロ
シ
ア
の
国
内
の
反
政
府
・
反
権
力
闘
争
へ
の

共
感
と
し
て
現
出
し
て
く
る
。
当
時
の
中
国
に
お
け
る
最
も
急
進
主
義
的
な
政
治
新
聞
『
蘇
報
』
紙
は
、
ロ
シ
ア
国
内
の
政
治
運
動
の
情
報
を
、

日
本
の
各
紙
か
ら
の
転
載
記
事
で
あ
る
が
、
刻
々
と
報
道
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
「
俄
人
要
求
立
憲
之
鉄
血
主
義
」
な
る
政
治
評
論
も
そ

の
好
例
で
あ
ろ
う
。
そ
の
共
感
は
、
ロ
シ
ア
の
革
命
的
伝
統
に
対
す
る
歴
史
的
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
英
雄
的
役
割
を
果
し
た
個

人
の
賛
美
と
な
っ
て
現
出
す
る
。
そ
こ
に
、
第
二
の
側
面
が
あ
る
。
英
雄
主
義
と
結
合
し
た
こ
と
は
、
さ
し
て
理
解
に
困
難
で
は
な
い
。
積
弱

の
淵
源
で
あ
る
文
弱
の
徒
だ
る
知
識
人
が
、
一
人
一
入
、
尚
武
精
神
を
も
っ
て
状
況
に
自
覚
的
に
た
ち
む
か
わ
な
い
限
り
、
民
族
競
争
の
時
代

に
あ
っ
て
は
亡
国
滅
種
の
惨
状
を
圓
恕
し
え
な
い
と
い
う
思
想
状
況
、
す
な
わ
ち
広
く
雷
え
ば
『
新
図
説
』
的
、
狭
く
言
え
ば
「
軍
国
民
主

義
」
的
思
想
状
況
と
も
称
さ
れ
る
個
人
の
役
割
を
重
視
す
る
発
想
が
普
遍
化
し
て
い
た
。
虚
無
党
人
の
伝
記
が
登
場
し
た
の
は
、
こ
の
文
脈
に

お
い
て
理
解
で
き
る
。
第
三
の
側
面
は
、
こ
の
点
こ
そ
後
期
軍
国
民
教
育
会
を
特
徴
づ
け
る
の
だ
が
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
実
践
的
受
容

と
な
っ
て
表
出
す
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
決
し
て
思
想
的
受
容
と
言
う
べ
き
も
の
を
摺
出
し
え
な
い
。
と
は
言
え
、
彼
ら
が
ナ
ロ
ド
ニ
キ
に
つ

い
て
思
想
的
水
準
に
お
け
る
検
討
を
回
避
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
極
め
て
平
板
に
雷
え
ば
、
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
掲
げ
る
政
治
理

念
の
中
国
へ
の
適
用
に
反
対
す
る
議
論
を
経
由
し
な
が
ら
、
専
制
君
主
国
家
に
お
け
る
反
政
府
・
反
権
力
闘
争
の
手
段
と
し
て
戦
略
・
戦
術
の

み
を
学
ぼ
う
と
す
る
。
い
わ
ば
実
践
的
受
容
と
し
て
の
中
国
の
ナ
即
ド
ニ
キ
の
原
型
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
代
表
的
議
論
は
、
　
『
蘇
報
』
の
論

説
「
虚
無
党
」
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
評
論
文
億
、
中
怪
人
が
ロ
シ
ア
の
ナ
μ
ド
ニ
キ
に
つ
い
て
中
鷺
の
政
治
酌
実
践
と
結
び
つ
サ
て
論
じ
た
最
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初
の
コ
メ
ゾ
ト
で
あ
る
。
大
意
を
意
訳
す
る
と
、
μ
シ
ア
虚
無
党
の
主
義
に
は
、
民
族
競
争
の
時
代
に
潔
い
て
國
家
と
人
種
・
民
族
の
滅
亡
が

必
然
で
あ
る
と
い
う
観
点
（
ほ
社
会
進
化
論
）
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
、
異
民
族
支
配
と
列
強
の
領
土
分
割
に
直
面
し
て
い
る
中
国
の
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

あ
っ
て
は
、
そ
の
ま
ま
採
用
で
き
な
い
。
た
だ
反
政
府
闘
争
の
手
段
と
し
て
バ
ク
ー
ニ
ン
の
や
り
方
を
採
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
論
拠

は
清
介
政
治
思
想
史
上
に
お
け
る
一
つ
の
重
要
な
論
争
点
に
な
っ
て
行
く
が
、
と
も
か
く
政
治
理
念
と
政
治
闘
争
の
方
式
を
切
り
離
し
て
後
老

の
み
を
採
用
し
よ
う
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
ナ
μ
ド
ニ
キ
の
政
治
理
念
と
戦
略
・
戦
術
を
分
離
す
る
こ
と
は
、
一
種
の
便
宜
で
あ
る
。
だ
が
、

彼
ら
は
こ
の
段
階
で
そ
れ
を
意
識
的
に
区
別
し
た
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
問
題
を
残
し
た
。
無
政
府
主
義
、
社
会
主
義
の
理
論
の
純
粋
受
容
を
主

張
す
る
論
陣
が
後
に
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
評
論
「
虚
無
党
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
政
治
理
念
を
社
会
進
化
論
の
世
界
観

を
以
て
否
定
す
る
論
理
は
、
一
九
〇
五
年
以
降
の
い
わ
ゆ
る
『
民
報
』
時
代
に
お
け
る
民
族
主
義
派
と
無
政
府
主
義
派
の
論
争
に
つ
な
が
っ
て

く
る
。
民
族
主
義
者
は
、
社
会
進
化
論
に
基
い
て
二
十
世
紀
を
民
族
競
争
の
時
代
と
し
て
把
握
し
、
漢
民
族
を
主
体
と
し
た
民
族
国
家
建
設
こ

そ
、
二
十
世
紀
の
世
界
に
適
者
と
し
て
生
存
し
う
る
唯
一
の
路
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
従
っ
て
、
政
治
理
念
と
し
て
の
無
政
府
主
義
に
対
し

て
は
、
中
国
の
当
面
の
問
題
解
決
に
と
っ
て
何
ん
ら
役
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
姿
勢
を
と
っ
た
。
こ
の
厭
な
民
族
主
義
派
の
考
え
方
に
対

し
て
、
一
九
〇
三
年
の
段
階
で
は
、
張
継
の
翻
訳
『
無
政
府
主
義
』
の
出
現
を
除
い
て
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
純
粋
受
容
を
訴
え
る
積
極
的
な
主

張
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
当
面
の
政
治
的
課
題
の
実
践
に
熱
心
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
政
治
理
念
の
机
上
討
論
に
は
不
熱
心
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
政
治
理
念
の
議
論
よ
り
も
、
一
日
も
果
く
満
州
王
朝
を
打
倒
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
共
通
認

識
に
立
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
。
バ
ク
二
戸
ン
に
代
表
さ
れ
る
ロ
シ
ア
の
革
命
運
動
か
ら
摂
取
し
う
る
反
政
府
闘
争
の
方
式
の
採
用
に
関
し
て

は
、
逆
に
極
め
て
熱
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
は
、
政
治
的
実
践
の
中
で
の
具
体
的
戦
術
を
め
ぐ
る
対
立
関
係
の
発
生
こ
そ

が
、
民
族
主
義
の
戦
列
か
ら
理
念
的
に
純
化
し
た
無
政
府
主
義
者
が
分
岐
す
る
要
因
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
点
の
詳
細
は
、
別
の

機
会
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
代
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
政
治
理
念
を
純
粋
受
容
し
、
そ
れ
に
立
脚
し
て
民
族
主
義
老
の
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
評
価
の
根
底
に
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あ
る
社
会
進
化
論
を
批
判
す
る
戦
列
が
台
頭
し
て
く
る
一
九
〇
五
年
以
降
の
状
況
を
念
頭
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
戦
術
レ
ベ
ル

で
の
採
用
と
政
治
理
念
の
受
容
と
を
意
識
的
に
区
別
し
て
論
じ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
区
別
は
必
ず
し
も
妥
当
で
な
い
。
個
々
の
問
題

点
が
残
さ
れ
る
に
し
ろ
、
牛
浜
的
に
み
て
こ
の
時
点
で
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
影
響
を
う
け
て
中
国
型
ナ
ロ
ド
ニ
キ
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ

る
。
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
そ
の
も
の
は
ロ
シ
ア
的
土
壌
に
開
花
し
た
、
い
わ
ば
特
殊
ロ
シ
ア
的
産
物
で
あ
る
こ
と
は
雷
う
ま
で
も
な
い
。
し

か
も
、
そ
の
政
治
理
念
に
至
っ
て
は
極
め
て
多
く
の
変
種
を
包
含
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
ロ
ド
ニ
キ
と
総
称
さ
れ
る
限
り
そ
の
共

通
項
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
先
進
諸
国
に
対
し
て
後
進
の
状
態
に
あ
る
祖
国
の
惨
状
を
変
革
し
よ
う

と
す
る
急
進
的
知
識
人
層
が
、
自
国
の
伝
統
的
社
会
構
造
の
中
に
革
命
主
体
の
爾
芽
を
発
見
し
、
い
ま
だ
客
体
と
し
て
し
か
存
在
し
な
い
社
会

暦
を
徹
底
し
た
啓
蒙
活
動
を
通
し
て
革
命
主
体
に
転
化
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
人
民
の
意
識
変
革
・
社
会

変
革
を
通
し
て
、
単
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
国
の
水
準
に
お
い
つ
く
の
で
は
な
く
、
民
族
的
伝
統
を
バ
ネ
に
し
て
、
そ
れ
を
超
え
た
よ
り
次
元
の

高
い
社
会
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
知
識
人
層
の
空
想
と
願
、
望
に
満
た
さ
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
共
通
項

の
抽
出
と
世
界
史
的
普
遍
化
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
か
ら
ス
ラ
ブ
主
義
的
特
質
を
一
切
除
去
し
て
、
そ
の
普
遍
的
要
素

を
中
国
的
土
壌
に
適
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
か
え
っ
て
文
字
通
り
真
の
意
味
で
の
中
国
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
を
成
立
さ
せ
た
、
と
言
え
な
い

だ
ろ
う
か
。
中
国
の
急
進
的
知
識
人
は
、
　
一
九
〇
三
年
に
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
多
種
多
様
な
政
治
思
想
を
生
硬
な
中
国
語
に
直
訳
し
て
縷

々
議
論
を
す
る
よ
り
も
、
そ
れ
を
ロ
シ
ア
的
な
る
も
の
と
斥
け
て
、
斥
け
方
に
問
題
が
残
っ
た
と
し
て
も
、
反
政
府
・
反
権
力
闘
争
の
戦
略
・

戦
術
と
し
て
ロ
シ
ア
で
の
経
験
を
よ
く
熟
し
た
母
国
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
は
る
か
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
戦

術
思
想
を
中
国
に
移
植
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
中
国
近
代
史
上
に
お
い
て
最
初
の
ロ
シ
ア
・
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
移
植
が
な
さ
れ
た
後
期
軍
国
民
教
育
会
、
就
中
ナ
ロ
ド
ニ
キ
移
植
の

第
一
人
者
で
、
か
つ
暗
殺
団
の
中
心
人
物
で
あ
る
揚
幕
麟
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
改
革
意
見
雷
と
並
ぶ
後
期
軍
国
民
教
育
会
の
重
要
文
献
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
と
見
倣
さ
れ
る
「
罠
族
主
義
之
教
育
」
と
い
う
論
文
は
、
彼
の
作
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
炉
る
。
伺
論
文
は
、
担
俄
義
勇
隊
の
段
階
に
お
耐
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る
軍
国
罠
教
育
論
を
批
判
的
に
総
括
し
な
が
ら
、
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
中
国
へ
の
実
践
的
移
植
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
議
論
の
前
提
と
な
る

義
勇
隊
の
批
判
的
総
括
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
改
革
意
見
書
よ
り
も
透
徹
し
た
認
識
に
達
し
て
い
た
。
改
革
意
見
書
は
、
拒
俄
義
勇
隊
の
運

動
が
清
朝
統
治
下
の
領
土
保
全
、
す
な
わ
ち
満
州
族
の
私
産
を
保
つ
も
の
で
あ
る
と
の
批
判
に
答
え
た
文
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
批
判

老
の
側
の
曲
解
を
釈
明
し
、
批
判
老
と
同
じ
く
排
満
復
仇
論
の
観
点
を
鮮
明
に
す
る
旨
を
表
明
す
る
に
止
ま
っ
て
い
た
。
楊
航
麟
の
場
合
は
、

排
満
復
仇
論
を
用
い
ず
、
軍
国
民
教
育
論
の
根
底
概
念
か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
。
要
約
す
る
と
、
ま
ず
第
一
段
階
と
し
て
民
族
の
主
体
形
成

の
た
め
の
民
族
教
育
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
第
二
段
階
と
し
て
民
族
国
家
の
建
設
に
進
ん
で
国
民
教
育
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
、
と
言
う
。
第

二
段
階
へ
移
行
し
て
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
国
民
教
育
を
先
に
す
れ
ば
、
　
「
国
算
氏
の
国
た
る
か
を
知
ら
ず
、
民
何
の
一
種
族
の
民
た
る
か
を
知

ら
ず
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
非
支
那
民
族
（
満
州
族
）
の
奴
隷
で
あ
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
こ
に
於
て
、

近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
国
家
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
形
成
の
歴
史
過
程
を
、
素
朴
な
が
ら
も
法
則
的
に
把
握
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
梁
啓
超
の

「
新
民
説
」
を
貫
く
国
家
有
機
体
説
の
如
き
国
家
論
が
、
清
朝
に
適
用
さ
れ
て
満
・
漢
矛
盾
、
支
配
・
被
支
配
の
矛
盾
を
隠
蔽
す
る
危
険
を
衝

い
て
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
満
州
族
は
祖
先
代
々
の
仇
敵
で
あ
る
と
い
う
漢
民
族
の
種
族
主
義
と
も
言
う
べ
き
選
評
復
仇
論
に
拠
ら
な
い

で
、
梁
啓
超
の
得
意
と
す
る
西
欧
近
代
政
治
史
の
土
俵
に
踏
み
込
ん
で
論
理
を
展
開
し
た
と
い
う
新
ら
し
さ
が
あ
る
。
国
家
有
機
体
説
的
な
国

家
理
念
の
も
と
に
、
国
民
と
し
て
の
義
務
を
強
調
す
る
国
民
教
育
（
列
強
と
の
対
抗
関
係
か
ら
軍
国
民
教
育
）
を
推
進
す
れ
ば
、
現
実
に
は
清
国
の

国
民
と
し
て
の
義
務
の
強
調
と
な
り
、
清
朝
へ
の
帰
属
を
深
め
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
論
旨
で
あ
る
。
彼
は
こ
こ
に
於
て
国
家
論
の
範
疇
に
立

ち
入
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
家
論
の
範
曙
に
立
ち
入
り
な
が
ら
も
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
諸
潮
流
の
国
家
論
、
と
り
わ
け

無
政
府
主
義
を
全
く
参
考
に
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
の
様
な
形
で
軍
国
民
教
育
論
の
根
底
概
念
を
再
検
討
し
て
、
漢
民
族
を
立
国

の
基
礎
と
す
る
民
族
建
国
の
結
果
と
し
て
の
国
民
教
育
、
す
な
わ
ち
「
支
那
民
族
軍
国
民
教
育
」
を
推
進
す
べ
し
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
民
族
国
家
の
建
設
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
一
大
潮
流
で
あ
る
バ
ク
ー
ニ
ソ
の
無
政
府
主
義
の
受
容
を
斥
　
瑚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

け
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
無
政
府
主
義
を
斥
け
た
こ
と
自
体
は
何
ん
ら
強
調
す
る
に
価
し
な
い
。
そ
の
斥
け
方
の
中
に
、
F
5
5



晦
題
の
核
心
が
あ
る
。
そ
こ
で
『
蘇
報
』
の
論
説
「
虚
無
党
」
に
も
ど
る
と
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
に
は
、
我
国
の
よ
う
な
異
民
族
支
配
と

帝
国
主
義
列
強
の
領
土
分
割
の
問
題
に
対
す
る
観
点
が
な
い
、
と
言
う
主
張
が
想
起
さ
れ
る
。
ま
ず
異
民
族
支
配
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

ナ
ロ
ド
ニ
キ
が
大
ス
ラ
ブ
主
義
的
体
質
を
脱
し
え
ず
、
被
抑
圧
諸
民
族
の
問
題
を
視
界
に
収
め
て
い
な
い
と
い
う
明
確
な
批
判
を
持
っ
て
い
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
が
民
族
問
題
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ィ
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
事
自
体
に
つ
い
て
は
、

中
国
の
現
状
に
照
し
て
批
判
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ロ
シ
ア
も
中
国
も
仮
り
に
便
宜
上
複
合
多
民
族
国
家
と
す
れ
ば
、
漢
民
族
革
命
家
の
場
合

に
は
被
支
配
民
族
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
民
族
問
題
の
欠
落
を
批
判
せ
し
め
る
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
が
、
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
政
治
理
念
を
参
考
す
る
に
価
し
な
い
と
し
た
第
一
の
論
点
で
あ
る
。
、
第
二
の
論
点
は
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
に
は
亡

国
の
観
点
が
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
彼
ら
中
国
人
革
命
家
の
言
う
亡
国
と
は
、
帝
国
主
義
の
時
代
で
あ
る
二
十
世
紀
に
お
い
て
不
可
避
的

に
迫
り
く
る
現
実
的
危
機
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
に
裏
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
帝
国
主
義
と
は
、
二
十
世
紀
の
民
族
競
争
の
大
主
義
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

り
。
帝
国
主
義
と
は
、
二
十
世
紀
の
歴
史
の
総
骨
幹
な
り
。
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
の
が
、
当
時
の
、
広
く
言
え
ば
辛
亥
革
命
運
動
に
お

け
る
〃
帝
国
主
義
論
”
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
社
会
進
化
論
の
ド
グ
マ
で
あ
る
が
、
帝
国
主
義
の
時
代
に
民
族
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
は
、

強
力
な
民
族
国
家
の
建
設
が
漉
け
ば
れ
た
。
従
っ
て
、
彼
等
の
間
で
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
に
亡
国
の
観
点
が
な
い
と
言
う
の
は
、
無
政
府
主

義
が
理
念
そ
の
も
の
と
し
て
は
二
十
世
紀
と
い
う
帝
国
主
義
時
代
に
あ
っ
て
は
適
合
し
え
な
い
と
す
る
こ
と
と
同
義
的
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

主
と
し
て
十
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
の
革
命
運
動
の
経
験
か
ら
、
彼
ら
が
帝
国
主
義
に
関
し
て
何
ん
ら
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と

は
、
歴
史
的
に
み
て
極
め
て
む
し
ろ
当
然
の
事
で
あ
る
。
帝
国
主
義
と
の
対
抗
関
係
を
前
提
と
す
る
民
族
国
家
建
設
の
必
要
、
そ
れ
が
無
政
府

主
義
の
受
容
を
拒
む
第
二
の
論
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
論
点
か
ら
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
政
治
理
念
の
受
容
に
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
中
国

人
革
命
家
が
ロ
シ
ア
の
革
命
運
動
の
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
段
階
へ
の
発
展
の
必
然
を
、
理
論
的
に
粗
雑
で
あ
る
が
、
彼
ら
を
取
り
ま
く
政
治
状
況

の
鋭
く
衝
き
つ
け
る
問
題
を
通
し
て
直
観
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
社
会
進
化
論
を
以
て
帝
国
主
義
の
問
題
を
語
っ
て
い
る
所
に
一

定
の
理
論
的
限
界
が
あ
る
が
、
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
政
治
理
念
の
直
訳
的
受
容
を
棚
上
げ
し
た
二
つ
の
理
由
は
、
決
し
て
忘
却
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
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か
く
し
て
楊
競
麟
は
更
に
続
け
て
清
刺
打
倒
の
実
践
的
施
策
を
論
じ
る
が
、
こ
こ
に
至
ワ
て
、
彼
は
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
運
動
経
験
を
踏
ま
え
て
、

そ
の
戦
術
思
想
を
中
国
革
命
の
大
河
に
解
き
放
と
う
と
す
る
。
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
場
合
、
そ
の
ス
ラ
ブ
主
義
的
体
質
と
表
裏
の
関
係
を

な
す
伝
統
的
社
会
構
成
、
ミ
ー
ル
（
農
村
共
同
体
）
に
革
命
的
要
素
を
〃
発
見
”
し
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
農
民
を
革
命
主
体
に
転
化
せ
し

め
る
知
識
人
の
啓
蒙
と
政
治
的
激
発
、
そ
こ
に
ナ
ロ
ド
ニ
キ
た
る
所
以
が
あ
る
。
霊
魂
麟
の
場
合
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
が
結
果
的
に
は
農

民
の
啓
蒙
に
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
た
上
で
の
事
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
ミ
ー
ル
に
代
え
て
「
秘
密
社
会
」
す
な
わ
ち
下
層
民
衆

（
主
と
し
て
農
民
）
の
政
治
変
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
充
満
さ
れ
た
秘
密
結
社
で
あ
る
会
党
に
着
眼
し
て
い
る
。
　
「
支
那
の
労
働
社
会
・
軍
人
社
会

の
大
半
は
秘
密
社
会
の
問
に
出
入
す
、
而
し
て
軍
人
社
会
・
労
働
社
会
を
以
て
秘
密
社
会
と
善
い
援
引
す
れ
ば
、
則
ち
自
ら
抜
く
べ
か
ら
ざ
る

　
む
　
　
む

の
根
拠
を
な
す
」
と
言
う
。
中
国
で
は
貧
農
層
、
鉱
山
・
運
輸
労
働
者
、
下
級
兵
士
の
多
く
が
会
党
に
属
し
て
い
る
。
そ
の
会
党
と
連
携
し
反

心
革
命
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
発
想
は
、
何
も
揚
硫
麟
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
革
命
家
の
間
で
は
、
普
遍
的
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
を
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
運
動
と
の
照
応
に
お
い
て
位
置
づ
け
た
の
は
、
彼
を
以
て
最
初
と
す
る
。
彼
は
中
年
の
底
辺
の
下
層
民

衆
の
前
期
的
前
衛
と
も
称
さ
れ
る
べ
き
闘
争
力
と
の
提
携
と
知
識
人
の
側
か
ら
の
啓
蒙
の
必
要
を
語
る
。
　
「
秘
密
社
会
と
伍
を
な
し
、
そ
の
旧

思
想
を
転
移
せ
し
め
て
、
　
こ
れ
に
注
入
す
る
に
新
思
想
を
以
て
し
、
そ
の
旧
手
段
を
転
移
せ
し
め
て
、
　
こ
れ
に
注
入
す
る
に
新
手
段
を
以
て

す
」
と
述
べ
、
そ
の
啓
蒙
の
方
法
と
し
て
通
俗
的
講
演
会
へ
の
結
集
、
通
俗
的
政
治
宣
伝
文
の
流
布
の
二
つ
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
会
党
勢
力
を

主
体
と
す
る
「
下
等
社
会
」
に
対
す
る
啓
蒙
宣
伝
活
動
を
展
開
し
て
「
根
跡
地
」
を
形
成
す
る
に
は
、
知
識
人
・
学
生
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

「
中
等
社
会
」
を
活
動
舞
台
と
し
、
か
つ
そ
れ
を
前
衛
的
戦
線
と
す
る
べ
き
旨
を
説
い
て
い
る
。
彼
の
「
中
等
社
会
」
に
対
す
る
組
織
方
針
を

要
約
す
る
と
、
ま
ず
第
一
に
「
特
別
の
団
体
」
と
称
す
る
も
の
を
設
け
る
。
そ
の
団
体
は
、
活
動
分
野
、
手
段
、
意
見
の
相
違
に
よ
っ
て
各
々

の
小
団
体
に
分
か
れ
る
が
、
方
針
と
主
義
の
一
致
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
各
小
団
体
を
統
括
す
る
「
公
共
の
機
関
」
を
設
け
る
。

そ
し
て
機
関
紙
の
秘
密
出
版
を
行
な
い
意
志
の
統
一
を
は
か
る
と
共
に
、
浦
広
い
結
集
方
法
を
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
う
。
更
に
、
ロ
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シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
勢
力
拡
大
過
程
に
言
及
し
て
、
ロ
シ
ア
の
革
命
は
「
忍
冬
鼓
吹
の
時
期
」
　
（
『
新
湖
南
』
で
は
「
草
命
文
学
の
時
期
」
）
か
ら

「
遊
説
扇
動
の
時
期
」
へ
、
　
「
恐
怖
暗
殺
の
時
期
」
へ
と
発
展
し
た
と
堆
い
、
中
風
に
お
い
て
も
鼓
吹
↓
扇
動
↓
暗
殺
の
プ
ロ
セ
ス
が
不
可
避

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
彼
の
こ
の
様
な
実
践
の
方
針
を
み
る
と
、
明
ら
か
に
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
経
験
を
指
針
と
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
す
る
。
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
に
お
け
る
宣
伝
主
義
者
と
テ
ロ
リ
ス
ト
の
対
立
に
み
ら
れ
る
が
如
き
欠
陥
を
み
て
、
巾
広
い
結
集
と

共
に
方
針
の
一
致
を
は
か
り
、
ロ
シ
ア
の
轍
を
踏
ま
な
い
様
に
し
ょ
う
と
す
る
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
農
村
共
同
体
に
代
え
て
会
党
を

根
据
地
に
し
ょ
う
と
し
た
事
も
、
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
経
験
を
中
国
の
条
件
に
適
用
し
て
受
け
と
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、

前
節
で
み
た
後
期
軍
国
民
教
育
会
の
組
織
体
側
の
政
治
思
想
的
背
景
が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
啓
蒙
宣
伝
工
作
を
担
当
す
る
「
鼓

吹
部
」
、
地
域
的
暴
動
工
作
を
担
当
す
る
「
起
義
部
」
、
要
人
の
暗
殺
工
作
を
担
当
す
る
「
暗
殺
部
」
の
三
部
分
編
成
の
組
織
体
制
は
、
ロ
シ
ア

の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
経
験
、
主
と
し
て
人
民
の
意
志
党
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
実
行
員
」
と
い
う
名
称
も
、
ロ
シ
ア
の
『
ナ
ロ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ド
ナ
ヤ
・
ウ
オ
ー
リ
ア
』
　
（
人
民
の
意
志
党
）
に
お
け
る
「
修
行
委
員
会
」
に
準
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
暗
殺
団
の
主
宰
者
・
楊

鯨
麟
の
論
文
を
通
し
て
み
る
限
り
、
後
期
軍
国
民
教
育
会
の
活
動
は
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
戦
術
思
想
の
中
国
へ
の
最
初
の
移
植
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
に
ナ
ロ
ド
ニ
キ
が
登
場
し
て
く
る
事
は
、
単
に
外
か
ら
の
影
響
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
中
国
社
会
の

内
部
に
お
け
る
知
識
人
層
の
役
割
が
持
つ
伝
統
の
力
と
そ
の
変
容
か
ら
、
中
国
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
型
知
識
人
が
発
生
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
本

節
で
論
じ
え
た
の
は
、
そ
の
意
昧
で
は
問
題
の
　
端
緒
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

①
前
禺
、
小
野
川
秀
美
「
劉
師
培
と
無
政
府
主
義
」
。

②
『
逸
史
』
第
三
集
「
愚
闇
落
磐
内
外
棚
4
工
命
書
報
一
覧
」
に
は
、
「
無
政
府
主
義
、

　
癸
卯
、
上
海
、
張
継
」
と
あ
り
、
張
静
暇
輯
註
『
中
国
近
代
描
版
史
料
』
初
編
　

　
七
四
頁
に
も
「
無
政
府
主
義
、
張
継
訳
、
九
〇
並
年
刊
、
一
冊
」
と
あ
る
。
張
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
ワ
　
テ

　
の
翻
訳
し
た
原
書
は
不
詳
。
諦
彼
岸
の
前
繊
論
文
で
は
、
　
「
イ
タ
リ
ー
の
馬
拉
蹟

　
ス
　
タ
　
ロ

　
士
達
の
『
無
政
府
主
義
煽
を
翻
訳
し
た
偏
と
雷
っ
て
い
る
。
但
し
、
典
拠
は
不

詳
。

③
『
新
湖
南
』
に
ロ
シ
ア
・
ナ
ロ
ド
ニ
キ
関
係
の
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
、
初

　
め
て
重
視
し
た
の
は
課
彼
岸
で
あ
る
。

④
　
　
『
湖
北
学
生
界
（
寒
声
）
臨
第
五
期
の
出
版
広
告
に
、
「
是
書
為
日
本
姻
山
専
太

　
郎
所
編
、
山
山
羅
〔
斯
〕
虚
無
党
原
閃
、
実
言
之
最
果
、
…
…
大
湖
南
北
同
雛
会

　
啓
」
と
あ
る
。
訳
者
は
不
詳
。
但
し
、
楊
鱗
麟
の
翻
訳
と
み
て
誤
り
な
き
も
の
と
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考
え
る
。
大
湖
南
北
同
盟
会
な
る
も
の
の
実
体
は
、
同
広
告
欄
に
「
『
清
俄
の
将

来
』
山
田
書
、
　
差
F
遺
提
（
橘
柳
蕨
麟
［
の
笠
名
【
）
帽
糊
訳
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
楊

嫉
麟
の
関
係
す
る
団
体
（
も
っ
と
も
看
板
だ
け
の
も
の
）
で
あ
る
。
楊
敏
麟
の
執

筆
し
た
『
新
湖
南
臨
に
、
ロ
シ
ア
の
虚
無
主
義
は
革
命
文
学
の
時
期
か
ら
遊
説
煽

動
の
時
期
へ
、
遊
説
煽
動
の
時
期
か
ら
暗
殺
恐
怖
の
時
期
へ
と
な
っ
た
、
と
説
い

て
い
る
。
煙
山
専
太
郎
『
近
世
無
政
府
主
義
』
、
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学

の
前
身
）
出
版
部
刊
、
「
明
治
三
十
五
年
（
～
九
〇
二
年
）
五
月
、
同
書
の
前
編

「
露
国
虚
言
崩
主
義
」
の
鮪
弟
三
章
は
「
革
命
運
動
の
歴
史
」
、
其
｝
、
革
命
文
学
の

時
期
、
其
二
、
遊
説
煽
動
の
隣
期
、
典
一
二
、
陪
…
殺
恐
怖
の
時
期
、
と
の
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
原
著
の
術
語
と
全
く
一
致
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
楊

鱗
麟
は
煙
山
専
太
郎
の
著
書
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
・
ナ
ド
振
幅
キ
の
知
識
を
得
て

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
お
、
楊
統
麟
に
と
っ
て
煙
山
専
太
郎
の
存
在
は
身
近

な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
当
時
、
彼
は
早
稲
田
大
学
に
在
学
し
て

い
た
（
『
逸
史
』
第
二
集
「
新
湖
南
作
者
楊
篤
生
」
）
。
ま
た
『
漸
江
潮
』
に
あ
ら

わ
れ
た
虚
無
党
関
係
記
事
も
、
同
誌
の
編
集
者
、
王
嘉
渠
が
や
は
り
早
稲
田
に
在

籍
し
て
お
り
、
早
稲
田
大
学
を
舞
台
に
し
て
、
煙
山
専
太
郎
の
線
か
ら
申
国
に
ロ

シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
に
関
す
る
知
識
が
将
来
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
来
の

通
説
で
は
、
金
一
（
晴
天
翻
の
筆
名
）
が
煙
硝
専
太
郎
『
近
世
無
政
府
突
義
』
に

よ
っ
て
ロ
シ
ア
虚
無
党
の
歴
央
を
学
び
、
　
『
自
曲
血
隔
を
草
し
一
九
〇
四
年
に
出

版
さ
れ
た
の
が
系
統
的
紹
介
の
最
初
だ
と
幸
わ
れ
て
い
る
（
小
野
川
、
諏
各
論
文

参
照
）
。
お
そ
ら
く
、
　
そ
の
際
…
の
『
近
世
無
政
府
主
義
』
は
、
楊
の
手
に
な
る
中

国
語
訳
『
俄
羅
斯
虚
無
党
』
も
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
近
世
無
政
府
主
義
』

は
、
単
に
ロ
シ
ア
虚
無
党
史
の
記
述
だ
け
で
な
く
、
前
編
の
七
口
早
を
ロ
シ
ア
虚
無

主
義
の
解
説
に
あ
て
、
後
編
の
三
章
で
欧
米
列
国
に
於
け
る
無
政
府
主
義
の
紹
介

に
あ
て
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
諦
氏
に
よ
る
と
、
　
『
自
由
晦
』
は
八
章
に
分
け
、
主

に
虚
無
主
義
の
起
源
と
活
動
を
叙
述
し
て
い
る
、
と
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
『
掬

　
由
血
』
は
、
煙
山
の
原
著
の
部
分
訳
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
煙
山
の
原
著
の
前
編

　
部
が
軍
士
麟
に
よ
る
翻
訳
『
俄
羅
斯
虚
無
党
』
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
、
げ
て
れ
を
参

　
照
し
て
『
自
由
血
』
が
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
訳
書
『
霞
目
漸
虚
無

　
党
』
に
つ
い
て
は
、
本
稿
が
始
め
て
取
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
将
来
、
『
俄
羅

　
斯
虚
無
党
』
の
原
本
が
発
見
さ
れ
、
　
『
自
由
血
』
の
原
本
、
煙
山
の
原
著
と
対
照

　
す
る
機
会
を
得
れ
ば
研
究
の
密
度
と
水
準
が
向
上
す
る
で
あ
ろ
う
。

⑤
煙
山
は
、
「
虚
無
主
義
な
る
文
字
は
虚
無
を
意
味
す
る
羅
典
の
ニ
ヒ
ル
よ
り
来

　
り
し
語
に
し
て
」
　
（
二
頁
）
、
「
虚
無
主
義
は
｝
の
凶
暴
な
る
否
認
主
義
な
り
、
破

　
壊
主
義
な
り
、
露
岡
に
特
有
な
る
｝
種
の
革
命
論
な
り
。
」
　
（
三
頁
）
、
と
述
べ
て

　
い
る
。
そ
の
基
礎
視
角
か
ら
、
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
運
動
面
を
叙
述
し
て
い
る
。

⑥
『
新
湖
南
』
第
五
篇
「
破
壊
」
。

⑦
原
文
で
は
、
「
頓
馬
之
有
虚
無
党
也
、
不
過
以
国
家
社
会
之
不
完
善
謀
改
造
之
、

　
以
増
進
国
民
之
幸
福
而
己
。
其
飽
種
族
之
感
情
亡
心
霊
観
念
無
有
也
。
禰
所
謂
虚

　
無
党
者
、
或
経
学
種
之
勒
抑
、
或
見
列
強
之
瓜
分
、
如
我
国
今
日
買
占
駝
、
其
手

　
段
共
方
法
、
又
当
事
如
。
…
…
鳴
呼
、
習
欲
無
言
、
吾
選
取
其
一
方
針
、
其
所
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
グ
コ
ユ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
タ
ロ
ニ
ァ

　
対
．
待
政
府
者
、
幽
間
駐
枯
寧
共
人
。
巴
枯
寧
其
人
其
聴
者
。
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
前
繊
、
諦
彼
津
論
文
。
「
斉
整
主
義
之
教
育
」
は
、
『
游
口
訳
編
』
第
十
冊
（
一

　
九
〇
三
年
九
月
発
行
）
の
巻
頭
論
文
で
あ
る
。
悪
心
は
こ
の
文
献
を
軍
図
民
教
育

　
会
関
係
の
重
要
文
献
で
あ
る
こ
と
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ

　
キ
の
「
到
民
間
去
」
（
ヴ
・
ナ
ロ
ー
ド
）
の
精
神
が
現
わ
れ
い
る
こ
と
の
み
を
指
摘

　
し
て
い
る
。

⑨
『
湧
江
潮
』
第
六
期
、
附
録
「
薪
名
詞
釈
義
」

⑩
煙
山
の
原
署
で
は
、
「
人
斑
の
意
志
党
」
と
言
わ
ず
「
民
意
党
」
と
訳
し
て
い

　
る
が
、
　
「
実
行
委
員
会
」
の
訳
語
は
既
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
民
意
党
の
組
織

　
に
言
及
し
た
同
書
　
三
六
頁
の
記
述
は
、
楊
籏
麟
の
組
織
方
針
に
関
す
る
記
述
と

　
拘
法
的
に
も
術
語
の
点
で
も
殆
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
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三
　
華
興
会
と
光
復
会
の
発
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
七
月
五
日
の
改
革
意
見
書
を
結
集
軸
と
し
て
再
編
さ
れ
た
後
期
軍
国
民
教
育
会
は
、
　
、
有
事
の
秋
に
備
う
」
と
陳
天
華
が
決
意
を
表
明
し
て
、

い
た
よ
う
に
、
一
九
〇
三
年
秋
に
な
る
と
そ
の
活
動
が
一
段
と
活
発
に
な
っ
て
く
る
。
　
「
有
事
の
秋
」
と
は
、
日
露
開
戦
が
必
至
と
な
る
三
年

末
か
ら
四
年
に
か
け
て
の
情
勢
を
意
味
す
る
。
　
「
一
九
〇
三
年
十
～
十
一
月
（
癸
卯
十
月
）
、
日
露
戦
争
が
ま
さ
に
勃
発
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

我
々
は
戦
争
が
必
ず
長
び
く
と
考
え
た
。
こ
れ
は
中
国
革
命
の
絶
好
機
だ
っ
た
。
」
、
沈
腿
民
は
こ
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
回
想
に
あ
り
が

ち
な
過
去
の
事
実
の
誇
張
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
も
し
日
露
戦
争
の
勃
発
が
中
国
革
命
の
絶
好
機
で
あ
る
と
の
認
識
が
革
命
家
の
間
で

普
遍
化
し
て
お
り
、
そ
の
認
識
に
基
い
て
華
興
会
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
積
極
的
に
肯
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
、
日
本
の
み
な

ら
ず
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
日
露
戦
争
を
め
ぐ
る
社
会
運
動
史
の
絹
互
比
較
の
問
題
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
課
題
を
今
後
の
研
究
に
提
起
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
、
何
よ
り
も
ま
ず
日
露
戦
争
の
開
戦
の
前
後
に
お
け
る
中
国
の
在
日
革
命
家
た
ち
の
動
向
を
可
能
な
限
り
跡
づ
け
、
早
馬
民

の
回
憶
の
正
否
を
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
ま
ず
東
京
に
在
留
す
る
留
学
生
の
動
向
を
み
る
と
、
十
一
月
三
十
目
附
の
日
本
外
務
省
保
管
記
録
文
書
に
は
、
β
露
闘
の
情
勢
急
迫
す
る
に

及
ん
で
、
弘
文
学
院
に
在
学
す
る
留
学
生
の
閥
に
「
予
等
日
本
に
留
学
ス
ル
モ
、
一
念
藪
二
至
レ
バ
、
祖
国
ノ
為
メ
学
事
二
連
ラ
ナ
ル
能
ハ
ズ
。

一
同
帰
国
シ
テ
大
二
護
国
的
運
動
ヲ
試
ミ
タ
シ
ト
ノ
志
望
ヲ
興
シ
、
意
見
雷
園
主
露
聞
題
二
対
ス
ル
日
本
官
民
ノ
情
況
等
ヲ
頻
々
本
国
ノ
当
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

者
二
伺
テ
報
道
シ
ツ
ッ
ア
リ
。
し
と
の
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
。
難
壁
義
勇
隊
に
突
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
こ
こ
に
於
い
て
も
依
然
と
し
て

健
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
が
後
期
軍
国
民
教
育
会
の
消
患
を
伝
え
る
も
の
と
は
速
断
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
湖
南
省
出
身
者
に
つ

い
て
動
向
を
窺
う
と
、
弘
文
学
院
速
成
師
範
科
に
在
学
し
て
い
た
陳
天
華
、
劉
揆
一
の
二
人
が
、
こ
の
時
実
行
員
と
し
て
帰
国
し
て
い
る
の
で

　
④

あ
る
。
両
名
が
弘
文
学
院
の
在
学
生
で
あ
る
点
か
ら
み
て
、
前
述
の
外
務
省
文
磐
に
あ
ら
わ
れ
た
動
き
は
後
期
軍
国
民
教
育
会
の
も
の
と
判
開

す
る
。
　
『
陳
天
華
殉
国
記
』
に
よ
る
と
、
陳
天
華
は
日
．
露
開
戦
の
急
を
見
て
国
難
が
切
追
し
た
と
判
断
し
十
一
月
に
帰
国
し
た
と
の
こ
と
で
あ
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⑤

る
。
劉
揆
一
は
『
黄
興
伝
記
』
に
、
自
か
ら
の
帰
国
を
十
一
月
と
記
し
て
い
る
。
両
者
と
も
に
十
一
月
と
雷
う
の
で
あ
る
が
、
陰
暦
十
一
月
を

さ
し
て
い
る
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
前
述
の
外
務
省
文
書
か
ら
判
断
す
る
と
、
十
一
月
三
十
日
（
陰
欝
十
月
十
二
日
）
現
在
で
は
、
帰

国
の
意
志
表
示
を
表
明
し
た
段
階
に
留
ま
り
、
未
だ
帰
国
す
る
に
到
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
両
名
の
帰
国
は
、
癸
卯
十
一
月
、
す
な
わ
ち
　
九

〇
三
年
十
二
月
十
九
日
よ
り
翌
年
一
月
十
六
日
の
間
の
こ
と
で
あ
る
。
両
名
の
帰
国
の
目
的
は
、
外
務
省
文
書
の
指
摘
は
表
面
的
な
も
の
で
あ

っ
て
、
実
際
は
華
興
会
の
結
成
大
会
に
参
加
す
る
為
で
あ
る
。
一
方
、
漸
江
出
身
者
の
聞
で
は
、
漸
学
会
の
名
称
で
開
催
さ
れ
た
二
圓
に
わ
た

る
革
命
実
行
の
た
め
の
秘
密
会
議
の
動
き
が
あ
っ
た
。
ま
ず
第
一
回
の
会
合
は
、
十
月
に
開
か
れ
、
た
だ
革
命
宣
伝
工
作
を
強
化
す
る
た
め
だ

け
で
な
く
、
暴
力
を
用
い
て
武
装
蜂
起
を
起
す
こ
と
、
別
に
秘
密
革
命
団
体
を
組
織
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
言
う
。
そ
し
て
、
湖
南
、
漸
江

あ
る
い
は
安
徽
の
う
ち
か
ら
一
省
を
選
ん
で
武
装
占
領
し
て
根
据
地
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
拡
大
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
、

と
の
こ
と
で
あ
る
。
第
二
回
目
の
会
合
は
、
十
一
月
に
開
か
れ
、
根
拠
地
を
奪
取
す
る
た
め
に
陶
成
章
を
漸
江
へ
、
魏
蘭
を
安
徽
へ
、
聾
宝
鐙

を
上
海
へ
、
沈
埋
民
と
上
海
に
居
た
張
曇
天
を
湖
南
省
長
沙
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
、
と
言
う
。
長
沙
へ
の
派
遣
の
目
的
は
、
該
地
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

武
装
蜂
起
を
計
画
し
て
い
た
華
興
会
の
中
心
人
物
、
黄
興
と
連
絡
を
と
る
た
め
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
露
戦
争
の
風
雲

急
を
告
げ
る
に
及
ん
で
、
湖
南
グ
ル
ー
プ
の
み
な
ら
ず
漸
江
グ
ル
ー
プ
も
、
長
沙
に
む
か
っ
て
求
心
的
行
動
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
特
に
漸
学
会
の
名
称
に
よ
る
第
二
回
目
の
会
合
は
、
第
一
回
目
に
比
し
て
、
黄
興
が
湖
南
で
華
興
会
を
結
成
し
た
と
の
情
報
を
基
に
し
て

方
針
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
爵
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
期
軍
国
民
教
育
会
の
分
省
舌
早
路
線
が
愈
々
軌
道
に
乗
り
始
め
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
。
そ
こ
で
華
興
会
の
結
成
に
眼
を
転
じ
て
、
事
実
関
係
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
そ
の
中
心
人
物
で
あ
る
贈
品
は
、
六
月
四
日
に
日
本
を
出
発
、

　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
⑨

上
海
に
滞
在
し
、
武
昌
を
経
由
し
て
長
沙
に
帰
っ
て
、
明
徳
学
堂
で
教
師
を
す
る
か
た
わ
ら
、
華
興
会
結
成
の
諸
準
備
を
推
進
し
て
い
た
。
十

一
月
隠
田
（
旧
暦
九
月
十
穴
日
）
、
黄
興
三
十
歳
の
誕
生
日
の
祝
賀
の
名
目
で
彰
淵
悔
の
居
宅
に
お
い
て
、
同
志
を
集
め
華
興
会
を
結
成
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
華
興
会
結
成
の
日
付
に
つ
い
て
は
、
諸
説
紛
々
と
し
て
い
る
が
、
彰
淵
殉
の
居
宅
で
の
会
合
を
第
一
回
の
も
の
と
す
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

黄
一
飯
、
周
長
麟
、
章
士
剣
の
回
想
録
で
は
全
く
一
致
し
て
い
る
。
但
し
、
日
付
と
人
数
の
点
で
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
ま
た
出
席
し
え
な
い

461 （193）



筈
の
も
の
を
加
え
て
い
る
の
で
全
て
を
信
ず
る
に
た
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
華
興
会
の
如
き
組
織
を
結
成
す
る
と
い
う
基
本
方
針
は
、
『
蘇
報
』

案
の
直
後
、
す
な
わ
ち
七
月
中
旬
に
は
確
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
期
軍
国
民
教
育
会
へ
の
改
組
の
後
、
す
な
わ
ち
八
月
下
旬
か
ら
十

月
中
旬
の
間
に
秦
鱗
蘂
を
交
じ
え
て
彫
淵
掬
宅
で
第
一
圓
の
会
合
が
開
か
れ
た
、
と
章
士
釧
は
言
っ
て
い
る
が
、
黄
一
欧
と
周
震
麟
の
言
う
十

一
月
四
日
の
会
合
を
第
一
回
と
す
る
説
を
含
め
て
、
十
数
名
か
ら
二
十
数
名
規
模
の
準
備
会
が
数
圓
開
催
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
十
一
月
四
日

の
会
合
で
は
計
画
が
相
当
程
度
に
具
体
的
に
進
展
し
、
そ
の
結
果
、
陳
天
華
、
劉
揆
一
の
帰
国
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
漸
学

会
を
名
乗
る
軍
国
民
教
育
会
の
漸
江
グ
ル
ー
プ
の
第
二
回
日
の
秘
密
会
議
に
も
華
興
会
結
成
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
、
沈
愚
民
、
張
雄
風
の
長
沙

へ
の
派
遣
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
〇
四
年
二
月
十
五
日
（
五
緒
二
十
九
年
除
湿
）
、
遂
に
明
徳
学
堂
理
事
で
あ
る
龍
璋
の
西
園
住
宅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

お
い
て
華
興
会
の
結
成
大
会
が
開
催
さ
れ
て
、
方
針
と
任
務
の
分
担
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
ロ
シ
ア
へ
の
宣
戦
布
告
に
後

れ
る
こ
と
、
わ
ず
か
に
五
日
。
こ
の
事
は
、
す
べ
て
予
定
の
行
動
で
あ
る
と
は
い
え
注
目
に
値
す
る
。
否
、
む
し
ろ
予
定
の
行
動
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
拒
俄
義
勇
隊
の
発
足
以
来
、
彼
ら
が
絶
え
ず
日
・
露
閲
の
情
勢
の
推
移
を
念
頭
に
お
い
て
行
動
し

て
き
た
結
果
と
し
て
、
こ
の
時
点
で
華
興
会
が
正
式
に
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
拒
俄
義
勇
隊
以
来
、
変
法
派
の
日
・
英
と
連
合
し
て
俄
を
拒

む
路
線
を
斥
け
、
日
・
露
の
い
ず
れ
が
勝
ち
い
ず
れ
が
敗
れ
る
と
も
中
国
の
領
土
分
割
を
も
た
ら
す
、
と
の
危
機
感
に
支
え
ら
れ
て
行
動
し
て

き
た
結
果
で
あ
る
。
帝
国
主
義
間
の
戦
争
で
あ
る
日
露
戦
争
の
勝
敗
の
帰
趨
に
自
己
の
命
運
を
従
属
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
力
に
よ
っ
て

帝
国
主
義
列
強
の
管
理
下
に
あ
る
清
朝
政
府
・
「
洋
人
の
朝
廷
」
（
陳
天
華
の
言
）
の
打
倒
を
め
ざ
し
て
、
大
胆
に
踏
み
出
し
て
行
っ
た
の
で
あ

る
。
上
海
に
お
い
て
も
察
元
培
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
対
俄
同
志
会
を
結
成
し
、
一
九
〇
三
年
十
二
月
、
同
会

機
関
誌
『
中
身
警
聞
』
が
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
華
興
会
と
密
接
な
連
絡
が
保
た
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
革
命
家

た
ち
は
、
日
．
露
戦
争
を
単
に
被
害
者
的
危
機
意
識
だ
け
で
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
中
国
革
命
の
絶
好
機
と
把
握
し
て
行
動
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
華
興
会
結
成
の
意
義
は
、
ロ
シ
ア
、
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
露
戦
争
を
め
ぐ
る
社
会
運
動
の
一
角
に
確
た
る
位
置

を
占
め
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
こ
そ
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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次
に
、
華
興
会
の
基
本
戦
略
を
示
す
最
も
代
表
的
な
見
解
で
あ
る
会
長
・
無
智
の
結
成
大
会
に
お
け
る
演
説
を
手
が
か
り
に
し
て
、
華
興
会

と
光
復
会
が
何
故
に
異
な
っ
た
組
織
体
質
を
獲
得
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
黄
興
の
提
案
は
、
　
「
本
会
は
全
て
革
命

を
実
行
す
る
同
志
ば
か
り
だ
か
ら
、
決
起
の
地
点
と
方
法
を
討
論
し
て
、
適
切
な
方
針
を
決
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
「
つ
の
方
法
は
、
酋

都
北
京
を
陥
落
し
瓶
の
水
を
高
い
と
こ
ろ
が
ら
流
す
よ
う
に
地
方
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
が
パ
リ
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

大
革
命
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
勃
発
し
た
よ
う
に
、
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
は
、
市
民
革
命
で
あ
っ
て
国
民
革
命
で
は
な
い
。
市
民
が

都
市
で
成
長
し
専
制
政
治
の
苦
痛
を
う
け
た
の
で
、
決
起
し
て
闘
か
う
こ
と
が
出
来
た
。
我
々
が
革
命
し
ょ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
北
京
の
安
逸

を
貧
っ
て
い
る
無
智
の
市
民
に
頼
っ
て
満
州
族
の
朝
廷
を
撲
滅
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
苗
族
の
禁
衛
隊
と
共
謀
合
作
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
な
わ
ち
我
々
の
聖
旨
は
、
ま
ず
一
省
に
雄
遣
し
て
各
省
と
と
も
に
起
ち
上
る
方
法
を
取
る
以
外
に
な
い
。
」
と
言
う
。
　
こ
こ
に
於
て
注
目
さ

れ
る
事
は
、
彼
ら
の
目
指
す
中
国
革
命
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
市
民
革
命
と
は
異
質
の
型
で
あ
る
と
の
認
識
で
あ
る
。
中
国
の
革
命
は
都
市
に

お
い
て
政
治
的
成
長
を
と
げ
た
市
民
階
級
の
革
命
で
は
な
く
、
　
「
国
民
革
命
」
と
し
て
構
想
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
の
主
張
を
言
外
に
含
ん

で
い
る
。
も
っ
と
も
「
国
民
革
命
」
と
い
う
場
合
の
「
国
民
」
の
概
念
は
、
理
論
的
に
は
極
め
て
粗
略
で
あ
る
。
都
市
の
市
民
に
対
置
し
て
語

っ
て
い
る
か
ら
、
非
都
市
住
民
の
意
で
あ
り
、
都
市
と
は
首
都
の
意
味
で
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
首
都
の
住
民
を
市
民
と
し
、
非
首
都

住
民
を
国
民
と
称
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
理
論
的
粗
雑
さ
を
歎
合
す
る
よ
り
も
、
少
な
く
と
も
地
方
か
ら

首
都
を
包
囲
す
る
革
命
戦
略
が
定
式
化
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
市
民
革
命
の
類
型
と
全
く
異
な

る
も
の
と
し
て
、
中
国
革
命
の
原
型
を
設
定
し
た
意
義
は
高
く
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
黄
舌
の
発
案
で
は
な
く
、
楊
鮪
麟

『
新
潮
南
』
が
基
礎
に
あ
る
。
そ
れ
を
毛
沢
東
の
革
命
戦
略
の
歴
史
的
原
型
と
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
楊
銃
麟
の
ロ

シ
ア
・
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
戦
術
思
想
の
受
容
と
共
に
毛
沢
東
の
時
代
に
先
行
す
る
湖
南
の
革
命
家
の
摸
索
し
た
中
国
革
命
の
原
型
は
、
今
後
の
綿

密
な
る
検
討
が
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
今
は
こ
の
点
を
別
に
し
て
、
黄
興
提
案
の
背
後
の
事
情
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。
黄
興
が
何
故
、
西

欧
型
の
革
命
と
中
国
の
革
命
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
た
の
か
と
い
う
と
、
お
そ
ら
く
彼
ら
の
間
で
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
が
実
際
に
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交
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
華
興
会
の
結
成
大
会
に
参
加
し
て
い
る
張
継
は
、
前
年
六
月
に
、
首
都
に
お
け
る
革
命
、
す
な
わ
ち
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

墨
型
「
中
央
革
命
」
の
必
要
を
強
調
す
る
論
文
を
発
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
黄
興
提
案
が
単
な
る
一
時
の
思

い
つ
き
で
は
な
く
、
そ
の
提
案
の
背
後
に
革
命
の
方
式
を
め
ぐ
る
論
争
が
伏
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
よ
う
。
張
継
の
主
張
は
、
イ
ギ
リ

ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
が
首
都
よ
り
発
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
中
国
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
と
い
う
論
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
央
革

命
論
を
少
数
意
見
と
し
て
斥
け
た
と
い
う
背
後
の
事
情
を
読
み
込
ん
で
こ
そ
、
始
め
て
心
癖
の
提
案
の
意
味
が
釈
然
と
す
る
。
　
こ
の
よ
う
に

「
中
央
廿
4
生
命
論
」
を
斥
け
な
が
ら
、
黄
興
は
更
に
「
い
ま
湖
南
に
つ
い
て
論
ず
る
と
、
軍
隊
と
教
育
界
で
革
命
思
想
は
日
に
発
達
を
見
て
お
り
、

市
民
も
だ
ん
だ
ん
自
覚
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
上
、
我
々
と
同
じ
く
排
満
の
立
場
に
た
つ
洪
会
党
の
人
々
も
す
で
に
結
集
し
て
い
る
。
た
だ
お

互
い
に
尻
ご
み
を
し
て
、
あ
え
て
先
に
起
と
う
と
し
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
。
ま
さ
に
爆
弾
が
準
備
さ
れ
て
、
我
々
の
点
火
を
待
っ
て
い
る
よ

う
な
状
態
で
あ
る
。
だ
か
ら
も
し
連
合
し
て
時
機
を
み
て
会
党
よ
り
或
い
は
軍
隊
・
教
育
界
よ
り
事
を
起
し
お
互
い
に
協
力
す
れ
ば
、
湖
南
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

根
拠
地
と
す
る
こ
と
は
園
難
で
は
な
い
。
」
と
語
っ
て
い
る
。
揚
硫
麟
の
論
文
「
民
族
主
義
之
教
育
」
と
黄
興
提
案
を
比
較
す
る
と
、
詳
論
す

る
ま
で
も
な
く
、
基
本
的
に
は
殆
ん
ど
同
一
の
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
楊
硫
麟
が
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
か
ら
導
い
た

と
こ
ろ
の
鼓
吹
↓
扇
動
↓
暗
殺
の
発
展
図
式
を
中
国
に
あ
て
は
め
、
自
か
ら
先
頭
に
な
っ
て
主
宰
し
た
暗
殺
団
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
極
秘
事

項
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
全
く
黄
興
の
言
及
す
る
所
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
章
士
釧
の
回
漏
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
楊
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

麟
は
暗
殺
の
必
要
を
認
め
た
が
黄
興
は
そ
れ
を
あ
ま
り
積
極
的
に
は
支
持
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
何
故
、
黄
興
が
暗
殺
を
斥
け
た
の
か
P
　
そ

れ
は
、
谷
町
の
主
観
で
も
あ
り
、
ま
た
華
興
会
の
会
員
た
る
基
礎
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
中
等
社
会
」
の
体
質
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
も
単
に
暗

殺
団
を
斥
け
た
だ
け
で
な
く
、
劉
揆
一
に
よ
れ
ば
、
　
「
下
等
社
会
」
と
の
連
合
す
な
わ
ち
華
興
会
の
場
合
に
は
碍
老
会
と
の
提
携
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
な
る
が
、
そ
れ
を
掘
ま
な
い
会
員
が
多
く
華
興
会
と
は
別
に
連
絡
機
関
と
し
て
同
仇
会
を
設
け
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
楊
統
麟
が
主
導
し
た

中
国
型
ナ
ロ
ド
ニ
キ
戦
術
は
、
華
興
会
に
お
い
て
そ
の
構
想
の
通
り
に
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
こ
の
様
な
プ

ロ
セ
ス
を
通
し
て
成
立
し
た
華
興
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
組
織
体
糊
の
全
般
に
話
し
て
よ
り
綿
密
な
る
考
察
を
加
え
て
、
華
興
会
の
特
質
を
軸
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華興会と光復会の成立過程（中村）

出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
問
題
が
多
岐
に
わ
た
る
の
で
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
本
稿
の
主
た
る
匿
標
か
ら
し
て
、
華
興
会
の
成
立
に
際
し
て

楊
敏
麟
ら
の
後
期
軍
国
民
教
育
会
の
暗
殺
団
が
少
数
派
と
し
て
湖
南
の
革
命
運
動
の
主
流
か
ら
斥
け
ら
れ
た
と
い
う
事
惜
を
知
り
え
た
だ
け
で

十
分
で
あ
る
。
か
く
し
て
暗
殺
団
は
少
数
派
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
華
興
会
主
流
派
か
ら
組
織
的
に
排
除
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
劉
揆
一
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

よ
る
と
華
興
会
の
任
務
分
担
と
し
て
楊
硫
麟
と
章
士
釧
の
二
人
を
南
京
と
上
海
方
面
の
工
作
に
あ
た
ら
せ
た
と
い
う
。
そ
の
章
磁
器
に
よ
る
と
、

華
備
蓄
と
は
別
に
上
海
に
愛
国
協
会
な
る
組
織
を
設
け
楊
航
麟
を
責
任
者
と
し
自
分
が
副
責
任
者
と
な
っ
て
、
藥
元
培
、
直
面
秀
、
察
松
岐
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
加
盟
を
得
た
と
言
う
。
小
野
川
氏
が
「
愛
国
協
会
は
暗
殺
へ
の
傾
向
を
色
濃
く
も
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
愛
国
協
会
は
後
期
軍
国
民
教
育
会
の
隠
殺
団
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
華
興
会
の
側
か
ら
愛
国
協
会
を
設
置
し
た
目
的
を
い
う
と
、

安
徽
、
曾
祖
の
革
命
運
動
家
と
の
連
絡
を
と
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
’
楊
誌
面
の
場
合
は
必
ず
し
も
そ
の
目
的
の
た
め
だ
け
に
活
動
し
て

い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
一
九
〇
四
年
夏
、
天
津
に
秘
密
機
関
を
設
け
北
京
に
潜
入
し
て
西
太
后
と
光
緒
帝
の
暗
殺
を
企
図
し
て
実
行
に
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
が
、
盤
面
の
達
成
に
失
敗
し
上
海
へ
帰
っ
て
来
た
と
言
う
。
こ
の
計
画
に
干
与
し
た
の
は
、
二
軸
、
周
来
蘇
、
張
継
、
何
海
樵
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

楊
鯨
麟
は
上
海
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
爆
弾
製
造
所
を
設
け
て
活
動
を
続
け
た
と
言
う
。
後
に
楊
銃
麟
は
テ
ロ
リ
ス
ト
の
多
く
が
ピ
ス
ト
ル
の
使

用
を
主
張
し
た
段
階
に
な
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
独
り
爆
弾
を
用
い
る
こ
と
を
曲
げ
な
か
っ
た
と
い
う
。
私
は
そ
こ
に
ロ
シ
ア
・
ナ
ロ
ド
ニ
キ

の
最
初
の
紹
介
者
と
し
て
、
ロ
シ
ア
で
の
経
験
を
そ
の
ま
ま
機
械
的
に
中
国
に
再
現
し
よ
う
と
し
た
彼
の
心
情
を
読
み
と
る
。
薬
元
培
は
、
揚

繭
麟
の
暗
殺
活
動
の
顯
末
に
つ
い
て
最
も
詳
細
な
る
記
録
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
　
テ
ロ
の
実
行
に
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
強
い
関
心

を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
彼
は
、
創
刊
以
来
編
集
の
任
に
あ
っ
た
『
警
鐘
日
報
』
社
を
一
九
〇
四
年
七
月
二
十
一
臼
に
辞
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

て
専
ら
愛
国
女
学
校
の
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
婦
人
テ
ロ
リ
ス
ト
の
養
成
に
あ
っ
た
と
言
う
。
一
方
、
漸
学
会
を
名
乗
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
た
陶
成
章
ら
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
藤
田
敬
一
、
小
野
川
秀
美
両
氏
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
詳
論
し
な
い
が
、
や
は
り
華
興
会
に

山
行
し
て
会
党
工
作
に
専
念
し
て
い
る
。
，
以
上
の
よ
う
な
諸
点
か
ら
み
る
と
、
上
海
の
愛
国
協
会
で
は
、
華
興
会
の
受
け
入
れ
な
か
っ
た
中
国

型
ナ
ロ
ド
ニ
キ
運
動
が
、
か
え
っ
て
量
も
純
粋
に
実
践
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
華
興
会
と
漸
江
グ
ル
ー
プ
（
後
の
光
復
会
）
が
同
時
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的
に
推
進
し
た
会
党
に
対
す
る
戯
作
に
お
い
て
、
最
も
顧
著
な
差
異
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
ひ
華
興
会
の
実
質
上
の
政
治
綱
傾
と
居
さ
れ
る

陳
天
華
の
『
警
世
鐘
』
に
お
け
る
会
党
へ
の
呼
び
か
け
に
は
、
土
地
問
題
が
全
く
欠
け
て
い
る
。
そ
れ
に
比
し
て
、
陶
成
章
ら
の
会
党
工
作
の

質
を
端
的
に
示
す
「
龍
華
会
章
程
」
に
は
、
土
地
公
有
の
主
張
が
み
え
て
い
る
。
小
野
川
氏
は
、
そ
れ
を
「
虚
無
党
の
無
政
府
主
義
に
影
響
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
て
、
土
地
公
有
の
主
張
が
出
て
き
た
、
と
或
は
推
測
し
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
誠
に
車
見
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

と
同
様
に
重
要
な
事
は
、
　
『
民
報
』
時
代
に
な
っ
て
よ
り
理
論
的
に
純
化
し
た
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
と
し
て
登
場
す
る
張
継
は
も
と
よ
り
、
劉
師
培

も
上
海
の
暗
殺
団
と
密
接
な
る
闘
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
し
て
、
華
興
会
の
主
流
を
形
成
し
た
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
遂
に
ア

ナ
ー
キ
ス
ト
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

　
一
九
〇
四
年
秋
、
華
興
会
の
長
沙
血
忌
計
画
が
失
敗
し
て
、
主
要
な
活
動
家
が
日
本
に
亡
命
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
至
っ
て
ハ
華
興
会
は

遂
に
事
実
上
の
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
長
沙
起
義
の
失
敗
か
ら
日
本
へ
の
亡
命
の
経
過
は
、
宋
教
仁
の
日
記
に
そ
の
事
情
の

一
端
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
楊
航
麟
と
黄
興
、
陳
天
華
、
宋
教
仁
ち
華
興
会
の
主
流
派
と
の
行
動
の
軌
跡
が
明

確
に
分
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
北
京
へ
行
き
北
方
暗
殺
団
を
組
織
し
て
い
る
。
後
者
は
、
一
日
本
へ
亡
命
し
て
『
二
十
世
紀
之
支
那
』

社
を
創
り
、
そ
れ
を
舞
台
に
し
て
孫
文
と
提
携
し
中
国
同
盟
会
を
発
足
さ
せ
る
。
訟
九
〇
五
年
以
後
、
華
興
会
は
組
織
と
し
て
は
、
全
く
存
在

し
な
い
。
そ
の
会
員
の
大
多
数
が
同
盟
会
の
会
員
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
奪
え
ば
華
興
会
元
会
員
、
あ
る
い
は
元
華
興
会
系
の
同
幽

盟
会
員
の
政
治
的
系
譜
と
し
て
存
在
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
之
の
系
譜
億
、
共
進
会
、
中
部
同
盟
会
と
い
う
形
に
な
っ
て
一
｝
年
の
武
椙
起
結
に

接
続
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
華
興
会
が
同
盟
会
の
段
階
に
移
行
し
た
時
に
は
組
織
的
に
解
体
し
て
い
た
た
め
、
共
進
会
、
中
部
同
盟
会
が
あ

え
て
結
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
面
一
九
〇
四
年
末
に
華
興
会
は
唯
一
、
の
圏
標
で
あ
る
長
沙
起
義
計
画
の
破
綻
に
よ
り

解
体
す
る
が
、
そ
の
解
体
が
逆
に
光
復
会
結
成
の
機
会
を
提
供
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
華
興
会
は
何
よ
り
も
軍
国
民
教
育
面
の
革

命
運
動
実
践
機
関
な
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
中
国
本
土
に
設
け
た
唯
　
の
最
高
機
関
で
あ
る
。
上
海
に
設
け
ら
れ
た
愛
国
協
会
は
、
揚
鮪
麟
ら

異
分
子
が
属
す
る
と
は
い
え
、
あ
べ
ま
で
も
華
興
会
の
下
部
機
関
で
あ
る
。
黄
興
を
会
長
と
し
、
江
蘇
出
身
で
し
か
も
軍
国
民
教
育
会
改
革
意
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見
書
の
執
筆
者
で
触
る
秦
硫
襲
を
融
会
長
と
し
、
伽
学
会
を
脇
乗
る
軍
国
民
教
育
会
翫
江
グ
ル
ー
プ
を
捻
撮
記
外
帯
に
診
い
た
華
興
会
の
組
織

体
制
を
み
れ
ば
、
湖
南
省
と
い
う
一
省
レ
ベ
ル
の
革
命
機
関
と
言
う
よ
り
も
、
日
露
戦
争
と
い
ヶ
国
際
情
勢
を
背
景
に
し
て
、
全
中
国
革
命
と

い
う
ネ
イ
シ
a
ン
・
ワ
イ
ド
な
政
治
課
題
を
遂
行
す
る
た
め
に
軍
国
民
教
育
会
が
設
け
た
唯
一
の
最
高
機
関
、
そ
れ
が
華
興
会
で
あ
る
。
拒
俄

義
勇
軍
以
来
、
行
動
を
共
に
し
て
き
た
軍
国
民
教
育
会
の
会
員
に
と
っ
て
、
少
数
は
多
数
に
服
す
る
と
い
う
組
織
原
則
を
破
る
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
。
　
「
光
後
会
が
一
九
Q
四
年
十
丹
上
海
で
成
立
し
て
後
、
陶
成
章
ま
ず
は
東
京
の
原
発
起
人
と
協
議
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
つ
い
に

こ
の
年
十
二
且
に
魏
蘭
と
共
に
東
京
に
赴
き
、
王
嘉
樂
ら
と
協
議
し
た
」
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
東
京
に
も
光
復
会
の
支
部
が
設
け
ら
れ
、
周

ζ
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

樹
人
（
魯
迅
）
ら
が
入
会
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
原
発
起
人
王
嘉
樂
こ
そ
、
軍
国
民
教
育
会
の
有
力
会
員
で
あ
る
。
そ
の
協
議
を
要
し
た
所

に
も
、
軍
国
民
教
育
会
が
厳
し
い
組
織
原
則
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
さ
て
、
光
復
会
の
直
接
母
体
と
な
っ
た
上
海
の
革
命
組
織
と
は
、
一
，
体
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
P
　
ま
ず
凋
自
由
の
説
を
記
す
と
、

②
　
軍
国
民
教
育
会
の
実
行
員
で
あ
る
聾
宝
錠
が
、
上
海
に
暗
殺
団
を
組
織
し
た
。

㈲
　
甲
辰
（
一
九
〇
四
年
）
秋
に
な
っ
て
、
漸
江
、
江
蘇
　
安
徽
の
同
志
を
招
集
し
て
革
命
党
集
団
を
つ
く
っ
た
。

㈲
　
察
元
培
が
青
島
よ
り
上
海
に
帰
っ
て
来
て
、
そ
の
事
を
規
い
知
り
、
そ
の
会
に
入
る
こ
と
を
求
め
た
。

⑥
　
そ
こ
で
規
約
を
整
備
し
て
、
光
復
会
と
名
づ
け
て
、
薬
元
培
を
会
長
に
し
た
。

　
以
上
が
、
凋
自
由
の
創
作
し
た
光
復
会
成
立
の
筋
書
で
あ
る
が
、
こ
の
筋
書
き
は
陶
成
章
の
『
漸
案
適
薬
』
の
脚
色
で
あ
る
。
「
（
前
略
）
各

省
軍
国
民
教
育
会
会
員
も
ま
た
多
く
帰
国
し
て
上
海
に
居
た
。
軍
国
民
教
育
会
の
組
織
に
暗
殺
団
が
あ
り
、
規
則
は
極
め
て
厳
密
で
あ
っ
た
。
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

上
海
の
中
国
教
育
費
会
長
・
薬
元
培
の
比
い
知
る
所
と
な
り
、
そ
の
会
に
入
会
を
求
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
改
名
し
光
復
会
と
し
た
。
」

と
し
か
陶
成
章
は
述
べ
て
い
な
い
。
陶
成
章
が
『
漸
案
紀
略
』
に
光
復
会
の
成
立
事
情
を
詳
し
く
記
さ
な
か
っ
た
の
は
機
密
の
漏
洩
を
恐
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
め
で
あ
る
と
、
沈
直
航
は
註
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
『
断
案
娘
組
』
は
辛
亥
革
命
前
の
一
九
一
〇
年
に
草
稿
が
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ

⑭る
。
し
か
し
、
、
公
刊
さ
れ
た
の
が
一
九
一
六
年
で
あ
る
か
ら
機
密
漏
洩
説
は
、
少
し
割
引
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
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一
九
一
〇
年
に
は
光
復
会
と
孫
文
、
黄
興
ら
同
盟
会
と
の
聞
の
関
係
が
、
敵
対
的
な
も
の
に
達
し
て
お
り
、
湖
南
出
身
の
楊
統
麟
の
主
宰
す
る

軍
国
民
教
育
会
暗
殺
団
を
光
復
会
の
母
体
と
明
記
す
る
の
は
、
都
合
が
悪
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
単
に
軍
国
民
教
育
会
の
暗
殺
団
と

の
み
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
薦
自
由
が
脚
色
し
た
の
は
、
㈲
軍
国
民
教
育
会
の
暗
殺
団
を
命
尽
錐
の
主
宰
す
る
も
の
と
し
た
こ
と
、
㈲
察
元

培
の
青
島
か
ら
上
海
へ
の
帰
京
を
甲
辰
秋
（
一
九
〇
四
年
）
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
襲
宝
鐙
の
主
宰
す
る
暗
殺
団
と
楊
銃
麟
の
主
宰

す
る
暗
殺
団
を
全
く
別
個
の
も
の
と
す
る
と
、
軍
国
民
教
育
会
の
暗
殺
団
が
上
海
に
二
つ
同
時
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
矛
盾
を
回
避

す
る
た
め
に
、
察
元
培
が
暗
殺
団
に
関
係
し
た
時
点
を
、
約
一
年
間
遅
ら
せ
て
一
九
〇
四
年
の
秋
と
し
、
楊
銃
麟
と
察
元
培
が
結
び
つ
く
可
能

性
を
消
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
陳
考
選
と
察
元
培
の
華
墨
す
る
所
を
記
し
て
、
光
復
会
の
母
体
で
あ
る
暗
殺
団
問
題
の
結
論
と
し
た

い
。
礎
盤
秀
は
、
　
「
私
が
初
め
て
薬
先
生
と
事
を
共
に
し
た
の
は
清
朝
の
懸
緒
末
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
楊
篤
生
（
鏡
麟
）
、
何
海
樵
、
章

行
厳
（
土
風
）
な
ど
が
上
海
で
爆
弾
を
造
る
こ
と
を
習
っ
て
、
暗
殺
を
図
る
組
織
を
つ
く
っ
た
。
急
難
が
手
紙
で
私
を
翫
ん
だ
の
で
、
私
は
安

徽
か
ら
上
海
に
出
て
、
こ
の
組
織
に
加
入
し
た
。
上
海
に
㎜
ケ
月
あ
ま
り
い
た
が
、
毎
日
、
楊
篤
生
、
脚
質
肇
に
従
っ
て
爆
弾
の
試
験
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

こ
の
と
き
〔
察
〕
孝
民
（
元
培
）
先
生
も
ま
た
よ
く
試
験
室
に
や
っ
て
き
て
練
習
し
、
協
議
し
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
　
ま
た
察
一
7
5
培
自
身
も

「
何
海
仁
君
が
東
京
よ
り
や
っ
て
来
て
、
私
を
紹
介
し
て
同
盟
会
に
宣
誓
し
て
入
会
さ
せ
、
ま
た
私
を
爆
弾
製
造
を
学
習
す
る
小
組
に
入
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

く
れ
た
（
こ
の
小
組
は
も
と
も
と
六
人
だ
け
の
も
の
で
、
海
樵
と
揚
篤
生
、
蘇
鳳
初
の
諸
窟
が
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
）
」
と
回
署
し
て
い
る
。

か
く
て
、
光
復
会
の
母
体
は
楊
硫
麟
（
篤
生
）
の
主
宰
す
る
軍
国
民
教
育
会
の
暗
殺
団
で
あ
る
こ
と
が
、
極
め
て
明
確
に
な
っ
た
。

　
長
沙
起
義
計
画
が
破
綻
し
た
時
点
、
一
九
〇
四
年
十
月
頃
に
は
漸
江
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
華
興
会
の
附
属
機
関
で
あ
る
愛
国
協
会
を
存
続

す
る
理
由
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
漸
江
省
で
拠
点
工
作
を
行
っ
て
、
華
興
会
の
長
沙
起
義
に
呼
応
す
べ
く
活
動
し
て
き
た
陶
成
章
ら
に
は
、

も
は
や
華
興
会
の
黄
興
の
指
導
に
服
す
る
意
味
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
規
約
を
整
備
し
て
、
暗
殺
団
を
発
展
的
に
解
消
し
て
光
復
会
と
名

称
を
改
め
、
薬
元
旦
を
会
長
と
し
、
陶
成
章
が
離
業
の
実
権
を
掌
握
し
、
東
京
に
居
た
王
嘉
築
の
了
解
を
得
て
漸
江
派
独
自
の
路
を
歩
む
こ
と

に
な
る
。
だ
が
、
北
方
重
殺
四
を
ひ
き
い
て
楊
㌶
麟
は
北
京
に
再
度
進
拙
し
て
、
光
復
会
成
立
後
の
会
史
に
は
足
跡
を
残
さ
な
い
。
光
復
会
が
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入
タ
ー
ト
・
ラ
イ
ン
に
着
い
た
時
、
あ
た
か
も
ビ
入
ト
ル
を
以
て
号
砲
を
発
す
る
か
の
如
く
、
万
福
華
の
王
之
春
暗
殺
事
件
が
起
ワ
た
、
万
福

華
の
行
動
に
対
し
、
　
「
吾
人
は
虚
無
党
が
早
く
も
我
が
神
州
に
出
現
し
た
こ
と
を
祝
う
」
と
の
『
警
鐘
日
報
』
（
一
九
〇
五
、
一
、
二
）
時
評
は
、

光
復
会
の
政
治
的
系
譜
に
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
陰
影
が
さ
ら
に
色
濃
く
宿
る
瞬
閣
を
啓
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
①
陳
天
華
「
覆
湖
南
同
学
諸
君
書
」
（
『
蘇
報
』
六
月
十
四
日
）
。
　
　
　
　
　
⑩
周
震
鱗
「
関
干
黄
興
、
華
興
会
和
辛
亥
革
命
后
欝
欝
黄
土
係
」
（
『
辛
亥
革
命
回

　
②
　
前
出
、
沈
欠
民
「
記
光
復
会
二
三
事
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憶
録
』
　
）
、
黄
一
欧
「
黄
雲
与
明
徳
掌
堂
」
、
書
士
釧
「
与
層
累
強
相
交
始
宋
」

　
③
前
出
、
外
務
省
文
書
、
「
乙
秘
第
百
七
八
号
、
十
一
月
三
十
日
付
、
清
国
学
生
　
　

（『

h
亥
革
命
回
丁
字
』
二
V
。
日
付
、
茸
山
の
み
「
癸
卯
七
、
八
月
間
」
と
す
る
。

　
　
ノ
討
議
」
。
岡
文
書
中
、
「
数
日
前
嘉
納
郁
文
館
長
ノ
如
キ
ハ
、
頗
ル
之
レ
が
慰
諭
　
　
　
　
人
数
と
参
加
者
氏
名
の
対
照
表
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
云
々
」
と
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
章
氏
説
毘
説
蔑
説
章
氏
説
直
轄
竺
蓬
説

　
一
画
メ
タ
ル
結
果
、
　
　
　
　
　
　
　
嘉
納
氏
経
営
の
弘
（
宏
）
文
灘
口
院
関
係
の

　
記
事
と
鞠
旧
し
た
。

④
前
出
、
拙
稿
「
陳
天
華
の
革
命
論
の
展
開
」

⑤
劉
揆
一
『
黄
興
伝
記
』
　
九
二
九
年
原
刊
、
幡
米
爾
書
店
一
九
五
二
年
版
）
三

　
頁
。

⑥
　
前
出
、
沈
欠
民
「
記
光
復
会
二
三
事
」
。

⑦
『
黄
興
転
記
』
に
は
「
癸
卯
夏
五
月
、
公
帰
抵
那
」
と
あ
る
が
、
『
囲
父
年
譜

　
初
感
』
上
辺
、
　
（
台
北
、
一
九
五
八
年
）
に
従
っ
た
。

⑧
黄
興
の
上
海
滞
在
中
の
こ
と
は
、
章
士
剣
「
与
黄
克
強
相
交
始
末
」
（
『
圓
憶

　
録
賑
二
）
に
詳
し
い
。

⑨
ま
ず
武
昌
に
行
っ
た
の
は
、
彼
が
武
昌
の
両
湖
書
院
の
鵬
身
で
湖
北
宮
費
生
と

　
し
て
｝
九
〇
一
年
に
日
本
に
派
遣
ざ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
帰
国
す
る
と
、
両
湖
書

　
院
で
濱
説
し
、
『
革
命
軍
』
を
大
量
に
配
布
し
て
啓
蒙
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
る

　
（
『
黄
興
伝
記
』
）
。
そ
の
具
体
的
成
果
は
、
宋
教
導
と
の
結
合
で
あ
る
。
湖
南
銚
源

　
出
身
の
宋
教
仁
は
、
武
晶
文
普
通
学
裳
の
学
生
で
あ
っ
た
が
、
黄
興
に
共
鳴
し
て

　
八
月
に
長
沙
に
行
き
共
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
　
（
「
宋
教
虚
伝
」
、
『
革
命
先

　
烈
先
進
伝
』
、
台
北
、
一
九
六
五
年
所
収
）
。
こ
れ
が
、
宋
教
仁
の
辛
亥
革
命
運
動

　
史
に
登
場
す
る
最
初
の
契
機
で
あ
る
。

劉　秦彰黄

揆　鮪淵興
一　婆絢

周張柳諌陳　 宋

震継二人天○教　○○
鱗　儂鳳華　仁

章
　
土
手

胡
瑛

ooooooooo
翁
　
友
輩

柳
　
大
任

計
1
2
名
、

内
湖
南
1
0

名
、
他
省

2
名
。

（
氏
名
不

詳
4
名
）

呉
　
禄
貞

蘇
　
曼
殊

計
2
0
余
名

（
氏
名
不

詳
9
三
余
）

陸
鴻
達

計
2
0
余
名

（
氏
名
不

詳
1
0
名
余
）

G
り
　
劉
揆
　
、
陳
天
華
は
、
陰
麿
十
一
月
に
帰
国
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
参
会
者

　
に
数
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

㈹
　
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
湖
南
出
身
の
革
命
家
で
あ
る
意
味
で
は
当
購
黄
興
よ

　
り
も
大
物
で
あ
る
楊
饒
麟
の
名
前
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
｝

　
つ
の
問
題
点
な
の
で
＝
冨
し
て
お
き
た
い
。
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の
　
張
継
が
長
沙
に
行
っ
た
の
は
、
陰
暦
十
二
月
で
あ
る
（
『
張
一
旦
先
生
全
集
』

　
　
二
三
頁
）
。

⑪
楊
世
駿
『
辛
亥
革
命
前
后
的
湖
南
史
事
臨
（
長
沙
、
一
九
五
八
年
）
一
〇
〇
頁
の

　
但
し
、
光
緒
二
十
九
年
除
電
と
す
る
原
史
料
は
不
詳
で
あ
る
。
湖
南
省
志
編
纂
委

　
員
会
編
『
湖
南
近
百
年
大
事
論
述
』
　
（
長
沙
、
一
九
五
九
年
）
も
、
楊
世
眺
の
説

　
を
採
っ
て
い
る
。
遜
譲
　
『
黄
興
伝
記
』
に
従
え
ば
、
華
興
会
の
正
式
の
発
足
は

　
光
緒
二
十
九
年
十
一
月
以
降
と
な
る
か
ら
揚
氏
の
説
と
符
合
す
る
。
会
議
の
規

　
摸
、
時
点
か
ら
み
て
、
こ
れ
を
正
式
の
結
成
大
会
と
見
質
し
、
章
氏
、
黄
氏
、
周

　
氏
の
言
う
会
議
を
準
備
会
と
み
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
。

⑫
前
出
、
劉
揆
　
『
黄
興
伝
記
』

⑲
．
自
然
生
（
張
継
）
　
「
由
地
理
上
言
之
、
革
命
箕
岡
種
、
日
中
央
革
命
、
日
地
方

　
革
命
。
何
謂
中
央
革
命
。
革
命
之
洪
水
、
以
中
央
政
府
所
在
地
為
起
点
、
而
延
及

　
干
地
方
者
也
。
言
言
地
方
革
命
。
革
命
之
洪
水
、
以
地
方
為
起
点
、
葡
奔
赴
中
央

　
政
府
所
雀
地
者
也
。
二
者
之
収
効
同
、
然
共
成
有
難
易
。
言
辞
走
馬
、
日
暮
下
蘭

　
台
、
則
其
限
順
、
其
歩
速
、
高
魔
建
欠
、
一
黒
塗
羅
、
不
可
遇
也
。
反
是
由
平
地

　
而
登
高
山
、
則
覚
騎
嘔
難
行
、
足
蒲
田
乏
、
不
免
有
識
桜
之
憂
。
以
走
馬
下
蘭
台

　
為
中
央
革
命
之
代
聚
語
、
則
平
地
登
高
山
、
可
為
地
方
革
命
之
好
名
辞
。
由
是
言

　
之
、
中
・
央
革
・
命
也
恒
易
、
而
地
方
革
命
也
殊
難
。
（
以
下
略
）
」
と
述
べ
、
黄
興
の

　
提
案
と
全
く
対
立
す
る
見
解
を
提
出
し
て
い
た
。
「
祝
北
京
大
学
堂
学
生
」
　
（
『
蘇

　
報
』
六
月
六
日
塔
）
。

⑭
前
嵩
、
劉
揆
一
『
黄
興
伝
記
』
。

㊧
　
前
出
、
章
士
劃
『
桑
酒
克
強
勢
交
始
末
』
。

　
　
黄
興
は
一
九
一
〇
年
に
宮
崎
濡
天
に
対
し
、
　
「
そ
れ
に
近
年
以
来
吾
党
の
発
展

　
と
共
に
蕎
党
の
岡
志
が
到
る
処
に
雌
伏
し
て
時
機
を
待
濡
し
て
居
る
の
で
骸
肉
の

　
鉱
に
堪
へ
ぬ
連
中
が
、
動
も
す
れ
ば
、
無
罪
式
に
『
農
民
の
中
に
引
々
々
々
』
を

　
叫
び
繊
し
て
、
彼
等
の
中
に
混
入
せ
ん
と
す
る
。
こ
れ
を
制
止
す
る
の
が
、
此
頃

の
一
大
事
業
で
、
…
・
己
と
語
・
で
い
る
（
耀
崎
醤
天
全
萎
銘
一
巻
五
唇

　
頁
、
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）
。

⑯
　
前
出
、
劉
揆
一
『
黄
興
伝
記
』
。

⑰
前
出
、
劉
揆
一
『
黄
興
伝
記
』
。

⑱
前
出
、
章
士
釧
「
与
黄
克
強
相
交
始
点
」
。

⑲
　
前
嵐
、
小
野
川
秀
美
「
光
復
会
の
成
立
」
。

⑳
　
諸
元
培
「
楊
篤
生
先
生
躇
転
記
」
（
『
豊
山
培
先
生
全
集
』
、
台
湾
商
務
印
書
館
、

　
一
九
六
八
年
）
。

⑳
漏
自
由
「
新
湖
南
作
者
楊
篤
生
」
（
『
逸
史
』
第
二
集
）
。

⑳
　
前
幽
、
察
元
培
「
楊
篤
生
先
生
贈
海
記
」
。
但
し
、
蘇
鵬
の
記
述
と
若
干
異
な

　
る
点
が
あ
る
。
　
（
前
出
、
蘇
鵬
「
梱
渓
憶
語
」
）
。

　
　
前
繊
、
漏
自
由
「
新
湖
南
作
者
楊
篤
生
」
。
「
従
来
失
敗
に
失
敗
を
重
ね
た
る
皇

　
帝
の
謀
殺
は
尽
く
拳
銃
を
以
て
せ
ら
れ
た
る
に
よ
り
き
。
是
に
於
て
か
罠
意
の
偏

　
拙
者
は
此
実
歴
に
鑑
み
て
更
に
其
手
段
を
変
更
す
る
の
必
要
な
る
を
認
め
、
終
に

　
之
よ
り
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
製
造
し
て
之
を
使
用
す
る
に
至
り
た
り
。
」
（
煙
山
専
太

　
郎
『
近
世
無
政
府
主
義
』
、
一
三
七
頁
）
と
あ
る
点
は
考
慮
に
値
す
る
。

⑳
「
察
子
民
敬
白
」
（
『
警
鐘
日
報
』
、
…
九
〇
四
年
七
月
二
十
一
日
）

㊧
　
察
尊
霊
「
立
流
熱
殺
於
女
子
更
為
相
宜
、
於
愛
国
女
学
、
預
備
下
階
殺
的
種

　
ワ
す
。
」
　
（
「
我
在
教
育
界
的
経
験
」
、
　
『
察
㎜
兀
培
先
ル
出
全
集
』
山
肥
七
八
百
ハ
）
。

⑳
　
前
禺
、
藤
田
敬
一
罵
龍
華
会
章
程
』
解
説
」
、
小
野
用
秀
美
「
光
復
会
の
成

　
立
」
。

⑳
　
小
野
川
秀
美
、
右
掲
論
文
。

⑳
　
前
出
、
小
野
川
秀
美
「
劉
師
培
と
無
政
府
主
義
」
。

⑳
　
前
出
、
　
「
軍
国
厩
教
育
会
公
約
」
。

⑳
　
語
勢
、
沈
豊
野
「
記
光
復
会
二
三
事
」
。

⑳
　
前
繊
、
漏
自
由
「
記
上
海
猶
与
革
命
運
動
」
。

⑫
　
前
出
、
陶
成
章
『
漸
案
紀
略
』
。

⑳
　
世
銀
、
枕
欠
現
「
記
光
復
会
二
三
群
』
。
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⑭
　
陶
成
章
は
、
華
興
会
と
光
復
会
の
成
立
を
対
比
さ
せ
て
「
湖
南
の
楊
卓
林
、
黄

　
興
等
、
軍
國
民
教
育
会
会
員
、
帰
郷
運
動
を
以
て
徒
を
結
び
票
を
散
じ
、
瀦
に
一

　
会
を
な
し
号
し
て
華
興
会
と
な
す
。
」
と
記
し
て
い
る
が
、
楊
卓
林
な
る
人
物
は

　
楊
鯨
麟
の
誤
記
を
印
象
づ
け
て
い
る
が
、
実
は
全
く
別
人
。
陶
成
章
自
身
が
暗
殺
．

　
団
の
全
貌
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
薦
自
由
は
、
光
復
会

　
駝
断
江
派
の
先
入
観
で
、
聾
宝
錠
と
い
う
暗
殺
覇
員
の
【
人
に
す
ぜ
な
い
人
物
を

　
以
て
し
て
光
復
会
の
母
体
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
脚
色
は
陶
成
激
の
作
為
に
釣

　
込
ま
れ
た
こ
ど
か
ち
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑯
陳
独
秀
「
察
子
掘
先
生
逝
表
後
感
言
」
　
（
孫
徳
中
編
．
『
察
元
培
先
生
遺
文
類

　
妙
』
、
台
湾
復
興
雷
局
、
　
一
九
六
一
年
）
。
訳
文
は
、
増
田
渉
『
中
国
文
学
史
研

　
究
』
　
（
二
九
六
頁
）
に
従
っ
た
。

⑯
　
　
晶
削
出
、
　
湘
祭
一
戦
培
「
我
弊
駕
教
育
田
介
的
経
験
」
。
　
な
（
ね
、
　
薬
一
息
培
は
　
コ
ニ
十
八
欝
砥
（
民

　
国
前
八
年
、
一
九
〇
四
年
）
、
夏
休
み
の
後
、
ま
た
愛
国
女
学
校
の
経
営
を
ま
か
さ

　
れ
、
私
の
従
弟
・
国
親
と
聾
未
生
、
愈
子
夷
の
諸
鴛
を
さ
そ
っ
て
教
員
回
し
た
。
」

　
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
書
）
。
こ
の
襲
未
生
こ
そ
襲
宝
鐙
で
あ
る
。
楊
鮪
麟
と
襲

　
節
事
は
、
察
元
期
を
媒
介
に
し
て
同
一
線
上
に
位
節
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る

　
の
で
あ
る
。

む

す

び

i華興会と光復：会の成立過程（中村）

　
一
九
〇
三
年
か
ら
四
年
に
お
け
る
、
中
国
の
革
命
家
た
ち
の
行
動
の
軌
跡
と
思
想
的
営
為
に
関
す
る
以
上
の
分
析
を
通
し
て
、
次
の
結
論
を

導
く
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
革
命
運
動
の
組
織
史
に
関
す
る
基
礎
事
実
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
軍
国
民
教
育
会
（
後
期
）
は
、
静
殺
〕
越
．
辮
ブ
鄭
嚇
が
三
部
に
分

か
れ
て
、
統
一
的
方
針
の
下
に
実
行
員
を
先
頭
に
し
て
、
東
京
か
ら
中
国
内
地
各
省
に
む
か
っ
て
行
動
を
開
始
す
る
。
特
に
湖
南
省
に
お
い
て

組
織
活
動
が
進
展
し
て
、
湖
南
を
拠
点
と
す
る
分
載
起
義
体
認
が
確
立
す
る
。
軍
国
民
教
育
会
の
中
国
内
地
の
運
動
機
関
で
あ
る
華
興
会
は
、

】
．
省
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
く
、
全
中
国
革
命
を
図
指
す
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ワ
イ
ド
な
組
織
で
あ
り
、
華
興
会
を
軍
国
民
教
育
会
の
運
動
の
展
開

と
い
う
組
織
史
の
文
脈
で
み
る
と
、
華
興
会
－
湖
南
派
と
い
う
評
価
は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
華
興
会
は
、
そ
の
当
面
の
目
標
で
あ
る
長
沙

起
義
に
失
敗
し
た
時
点
で
解
体
を
と
げ
て
、
厳
密
に
言
え
ば
華
興
会
系
、
も
し
く
は
旧
華
興
会
の
政
治
的
系
譜
を
同
盟
会
時
代
に
継
承
す
る
に

す
ぎ
な
い
。
一
方
、
華
興
会
が
漸
江
グ
ル
ト
プ
と
の
連
絡
の
た
め
に
設
け
た
愛
国
協
会
を
拠
点
に
し
て
、
華
興
会
主
流
派
の
黄
興
ら
と
テ
ロ
活

動
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
異
見
を
い
だ
く
軍
難
民
教
育
会
の
暗
殺
団
が
活
動
す
る
。
華
興
会
反
主
流
派
に
甘
ん
じ
て
い
た
漸
江
グ
ル
ー
プ
と
踏
殺
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団
は
、
長
沙
起
義
計
画
へ
の
協
力
体
制
を
と
っ
て
い
た
が
、
計
画
が
失
敗
す
る
に
至
っ
て
、
暗
殺
団
を
母
体
に
し
て
光
復
会
を
結
成
す
る
ひ
光

復
会
の
母
体
と
な
っ
た
暗
殺
団
は
、
湖
南
出
身
の
楊
鱗
麟
が
主
宰
す
る
軍
国
民
教
育
会
の
暗
殺
団
で
あ
る
。
翼
宝
鎗
、
藥
元
謀
の
加
入
し
た
暗

殺
団
と
揚
の
そ
れ
凌
嗣
一
の
組
織
で
あ
る
。
楊
が
光
復
会
史
に
足
跡
を
残
さ
な
か
っ
た
の
は
、
彼
が
ロ
シ
ア
・
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
実
績
に
基
い
て

暗
殺
の
武
器
と
し
て
ピ
ス
ト
ル
よ
り
も
爆
弾
の
優
位
性
に
固
執
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
光
復
会
の
結
成
の
直
後
、
北
京
に
行
き
、

〃
爆
弾
党
人
”
と
し
て
活
躍
す
る
。
楊
鮪
麟
の
暗
殺
団
に
支
持
を
与
え
な
か
っ
た
黄
興
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
同
時
に
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ド
ニ

キ
に
範
を
と
ろ
う
と
す
る
傾
向
に
反
発
し
た
こ
と
に
な
る
。
｝
方
、
藥
元
培
は
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
戦
術
思
想
に
積
極
的
評
価
を
与
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
か
ら
革
命
文
学
を
志
向
す
る
多
種
多
様
な
「
到
民
間
去
」
の
傾
向
を
も
つ
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
ー
を
そ
の
知
的
・
政
治
的

生
活
に
包
摂
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
一
つ
の
展
望
と
し
て
、
華
興
会
の
系
譜
に
み
ら
れ
る
政
治
理
念
、
例
え
ば
実
教
仁
、
そ
れ
に
は

五
・
四
運
動
に
直
結
し
て
行
く
要
素
が
会
い
出
せ
な
い
と
い
え
る
。
そ
れ
に
比
し
て
、
光
復
会
の
系
譜
に
は
、
少
な
く
と
も
辛
亥
革
命
に
止
揚

r
さ
れ
え
な
い
ヴ
・
ナ
ロ
ー
ド
の
傾
向
を
も
つ
知
的
・
政
治
的
感
受
性
が
懐
胎
し
て
い
た
と
雷
え
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
こ
の
一
連
の
革
命
運
動
の
過
程
に
表
出
し
た
ロ
シ
ア
像
を
中
心
に
、
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
中
国
の
革
命
家
た
ち
の
世
界
史
的

位
置
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
華
興
会
と
光
復
会
の
組
織
母
体
、
軍
国
民
教
育
会
は
、
一
九
〇
三
年
に
結
成
さ
れ
た
拒
俄
義
勇
隊
か
ら

発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
拒
不
義
拡
幅
、
そ
の
名
称
の
示
す
通
り
、
こ
の
一
連
の
革
命
運
動
の
根
底
に
は
、
当
初
か
ら
帝
政
ロ
シ
ア
の
極
東
動

向
に
対
す
る
鋭
い
政
治
的
警
戒
心
と
危
機
感
が
流
れ
て
い
た
。
だ
が
、
彼
等
の
拒
俄
と
は
反
露
で
は
な
い
。
単
な
る
平
板
な
排
外
主
義
で
も
な

い
。
彼
ら
の
意
識
の
中
で
は
、
拒
俄
と
は
列
強
の
中
国
領
土
の
分
割
を
拒
む
謂
で
あ
る
。
政
治
的
認
識
の
深
化
、
行
動
の
先
鋭
化
に
伴
な
っ
て
、

日
露
戦
争
が
そ
の
勝
敗
の
帰
趨
に
拘
ら
ず
中
国
領
土
の
分
割
の
導
火
線
で
あ
る
と
の
危
機
感
に
達
す
る
だ
け
で
な
く
、
湖
南
に
お
け
る
華
興
会

の
発
足
、
上
海
に
お
け
る
『
俄
事
警
聞
』
の
発
刊
に
示
さ
れ
る
如
く
、
旦
露
開
戦
時
点
で
は
、
日
露
戦
争
が
中
国
革
命
の
絶
好
の
機
会
を
供
す

る
と
の
政
治
判
断
を
実
践
に
移
す
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
〃
侵
略
の
国
・
ロ
シ
ア
”
の
像
は
、
中
国
の
先
進
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
ー
に

康
・
七
半
の
改
良
運
動
と
思
想
的
・
理
論
的
レ
ベ
ル
か
ら
一
歩
進
ん
で
実
践
レ
ベ
ル
で
訣
別
す
る
契
機
を
創
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
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華興会と光復会の成立過程（中村）

ら
は
拒
俄
義
勇
隊
の
段
階
か
ら
日
本
の
《
対
外
硬
運
動
》
に
奇
事
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
北
京
に
起
っ
た
京
師
大
学
堂
の
拒
俄
上
書
運
動
に
示
さ

れ
る
日
英
同
盟
に
依
存
し
て
ロ
シ
ア
を
排
斥
せ
よ
と
す
る
改
良
派
路
線
を
斥
け
て
来
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
当
面
の
情
勢
の
中
で
中
国
に
と
っ

て
危
機
を
も
た
ら
す
敵
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
の
革
命
運
動
の
経
験
を
摂
取
す
る
こ
と
に
勉
め
て
き
た
。
後
期
軍
国
民
教
育
会
こ
そ
、
ロ
シ
ア
の
人

民
の
意
志
党
を
モ
デ
ル
に
し
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
革
命
の
国
・
ロ
シ
ア
の
発
見
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。
し
か
も
、

『
蘇
報
』
（
一
九
〇
三
年
六
月
十
九
日
）
に
載
っ
た
十
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
・
ナ
ロ
ド
ニ
キ
に
関
す
る
最
初
の
本
格
的
評
論
「
虚
無
党
」
が
出
現
し
た
。

そ
れ
に
は
、
少
な
く
と
も
中
国
人
革
命
家
が
ロ
シ
ア
の
革
命
運
動
の
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
段
階
へ
の
発
展
を
希
求
す
る
立
場
が
表
出
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
侵
略
の
国
・
ロ
シ
ア
、
革
命
の
国
・
ロ
シ
ア
、
そ
れ
ら
ロ
シ
ア
像
の
ネ
ガ
と
ポ
ジ
の
二
重
樵
に
啓
示
を
う
け
な
が
ら
、
日
露
戦

争
に
対
し
て
不
可
分
の
関
係
に
自
か
ら
を
お
い
て
、
華
興
会
を
発
足
さ
せ
、
帝
国
主
義
列
強
の
共
同
管
理
下
に
あ
る
清
朝
打
倒
を
志
向
し
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
ロ
シ
ア
、
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
日
露
戦
争
を
め
ぐ
る
社
会
運
動
史
と
中
国
の
そ
れ
を
相
互
比
較
研
究

す
る
こ
と
が
、
今
後
新
た
に
要
請
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
周
知
の
通
り
、
ロ
シ
ア
で
は
ポ
リ
シ
ェ
ビ
イ
キ
が
誕
生
し
、
日
本
で
は
『
平
民
新
聞
』
が

発
刊
さ
れ
て
い
る
。
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
重
職
イ
ン
タ
ー
の
時
代
で
あ
る
。
彼
の
日
露
戦
争
を
め
ぐ
る
社
会
運
動
史
の
栄
光
と
苦
渋
に
満
ち

た
戦
列
に
、
中
国
の
革
命
家
た
ち
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
拒
む
理
由
は
全
く
見
当
ら
な
い
。
時
、
十
月
革
命
の
一
発
の
砲
声
が
中
国
に
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
送
り
と
ど
け
る
遙
か
十
四
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
補
遺
〕

　
脱
稿
後
、
M
・
B
・
ラ
ン
キ
ン
（
ツ
富
貸
切
霧
ざ
ω
閃
§
臨
コ
）
氏
の
光
復
会
に
つ
い
て
詳
細
に
言
及
し
た
次
の
論
文
と
著
書
を
入
手
し
た
。

　
、
．
↓
冨
閑
①
〈
o
冒
鉱
。
舜
聖
目
。
〈
o
日
窪
紳
貯
O
冨
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σ
Q
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ω
紳
自
身
冥
加
①
日
。
舜
a
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団
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吋
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●
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．
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鍔
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≧
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N
宅
需
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q
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窯
」
韻
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ミ
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＼
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O
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ω
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器
。
。
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①
。
。
．
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鶏
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§
ミ
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ミ
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覇
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沁
ミ
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飛
N
富
ミ
N
象
“
§
㌃
§
い
ぎ
二
号
ミ
§
賊
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ぎ
ミ
§
㍗
初
心
O
N
I
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．
頃
錠
く
霧
島
¢
巳
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銭
鈴
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《
℃
器
ω
ω
u

お
謬
．
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光
復
会
の
成
立
過
程
に
限
っ
て
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
一
九
六
八
年
に
発
表
さ
れ
た
旧
稿
で
は
、
光
復
会
の
母
体
を
漸
学
会
と
襲
宝
錐
の
暗
殺
団
に
求
め
る

も
の
で
、
極
め
て
不
十
分
な
分
析
に
終
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
七
一
年
最
新
刊
の
労
作
『
初
期
の
中
国
の
革
命
家
た
ち
』
で
は
、
旧
稿
の
不
備

が
訂
正
さ
れ
て
、
組
織
史
の
基
礎
事
実
に
関
す
る
限
り
、
奇
し
く
も
私
の
研
究
と
基
本
酌
に
一
致
す
る
結
論
に
到
達
し
て
い
る
。
な
お
、
光
復
会
と
華
興
会

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
協
力
関
係
の
面
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
，
政
治
思
想
上
の
分
岐
点
が
生
じ
て
く
る
側
面
を
取
り
あ
げ
て
い
な
い
の
は
、
こ
の

間
、
著
者
の
着
眼
が
漸
江
の
知
識
人
の
特
質
の
解
閾
に
お
か
れ
て
き
た
だ
け
に
、
今
一
つ
物
足
ら
な
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
従
っ
て
、
氏
の
論
稿
に
拠
り
本
稿

に
何
ら
の
補
訂
を
加
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
営
巣
派
鞭
4
五
命
家
の
研
究
に
お
い
て
、
氏
の
著
書
は
最
も
系
統
的
か
つ
永
準
の
高
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
の

我
国
の
辛
亥
草
命
研
究
に
も
稗
益
す
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
る
と
確
僑
す
る
。
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大
阪
大
学
文
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部
助
手
・
西
宮
市
中
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The　Dress　and　Xead　Ornament　of　the　Statue　of　Man　made

of　Nephrite　in　the　Western　Chou西周Period

by

M．且ayashi

　　We　know　there　remain　the　statues　of　man　made　of　nephrite　in　the

Western　Chou　period　as　illustrated　in　the　picture　No．　1　to　No．　5　on　the

first　page　of　this　number　and　in　the　figure　No．　1　to　No．　5．　The　costumes

on　these　statues　have　some　characteristics　which　we　cannot　find　in　the

statues　af£er　the　Spr三ng　and　Autumn　period春秋時代；that　is，　for　example，

a　square　collar，　a　hem　edged　widely　and　straightly　and　cut　into　squarely．

　　In　the　first　chapter，　I　would　like　to　show　these　cos加mes　were　the

original　forms　of　the　mourning　dress嚢i月浸　and　Shen－i深衣　described　in

li　chi礼肥．　Thereafter，　in　the　early　Han漢period，．only　incomplete

comments　could　be　made　on　the　rule　of　these　costumes．

　　In　the　second　chapter，　1　wou！d　like　to　show　an　ax’一formed　thing　hataging

over　the　statue’s　knee　was　the　old　form　of．勉市．　Later，　ill　the　comple．

mentary　artlcle　1　wi！i　investigate　minutely　the　words　about　the　color　and

the　material　of　fu　which　remain　on　the　bronze　tablets　of　the　Western

Chou　period．

　　In　the　third　chapter，　1　would　like　to　show　the　thiRg　like　a　horn　on　the

statue’s　head　as　illustrated　in　the　figure　No．　1，　No．　2　and　No．　4　was　Mao

iajS？　that，　li　chi　says，　a　son　wore　when　he　discharged　his　duties　to　hls　parents，

and　further　investigate　the　original　meaning　of　the創ial　son’s　wearing

such　a　thing．

The　Making　of　the　Society　for　China’s　Revival

（Hua－hsing－hzti）華興会and　the　Restoration

Society（Kblang－fu－hnt）光復会

　　　　　by

T．　Nakamura

In　the　history　of　the　Chinese　revolutionary　movements，　1900－1913，　the
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role・　played．　by　th．　e　revolutionaries　of　the　Society　for　China’s　Revival．　and

the　Restoration　Society　was　as　important　as嵐at　Qf　Sztn．〕勉’一sen孫文

and　Hsing－chung－fui　天中会．

　　In　this　article，　we　will　analyze　comprehensively　the　rnaking　of　these

societies　from　the　viewpoint　of　the　institutional　history　and　try　to　explain

the　differences　between　the　constitutionS　of　these　two　societies．

　　In　1903，　under　the　．．tense　situation　of　the　Far　East　accelerated　by　the

military　rivalry　between　Japan　and　Russia，　the　movement　of　the　Student

Volunteer　Corps　to　fight　Russia（Chie－O　I一ツung－tui）拒俄義勇隊arising

from　the　critical　problem　how　to　confront　the　invasive　Russia　has　brought

about　the　change　of　its　name　to　the　Society　for　Education　of　a　Militant

PeoPle（C勉％一勧。・min　Chiao－Nab－hui）軍国民教育会，　the　reformation　of　its

organization　and　the　tende／　cy　toward　the　secret　society　and　finally　the

system　of　revolutionary　uprising　under　the　leadership　of　the　Society　for

China’s　Revival　for　the　defeat　of　the　Ching　dynasty　which　was　supposed

to　be　westernized．

　　This　process　has　aiso　shown　the　acute　declaration　of　intention　of　the

Chinese　revolutionaries　against　the　Russo－Japanese　War．　On　the　one

hand，　they　have　confronted　the　invasive　Russia，　on　the　other　hand，　they

have　discovered　the　revolutlonary　Russia　and　have　accepted　the　strategic

thoughts　of　the　Narodniki　Movement．　They　have，　consequently，　com－

posed　the　Assassination　Corps（An－sha－t’uan）暗殺団as　a　subordinate

organization　of　the　Society　for　Education　of　a　Militant　People．　But　the

Society　for　China’s　Revival　has　rejected　the　trend　of　the．　Narodniki

Movement　and　at　last　the　Restoration　Society　has　started　on　the　1）asis

of　the　Assassination　Corps．

The　Policies　of　the　Jacksonians

by

T．　Shimizu

　　In　the　history　of　the　United　States，　what　we　call　“the　Age　of

Jackson　”　stands　in　a　unique　position　to　link　the　two　sharply　contrasting

periods　：　“　the　Era　of　Good　Feeling　”　under　the　Monroe’s　presidency　and

the　two　decades　preceding　the　Civil　War．

　　During　this　age’three　big　sections－the　North，　the　South　・and　the
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